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河野　隆二（S47農）
大畑多津雄（S52理　 数）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51理　 数）（　　  同 　　副会長）
掛原　　豊（S54農林学類）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:http://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科（航空宇宙学専攻含む）
電気電子情報工学科
応用化学科
臨床工学科［臨床工学技士養成課程］※

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科
栄養生命科学科［管理栄養士養成課程］※

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■看護学部 看護学科［看護師養成課程］※

常務理事
教職センター
教職センター
早期学生支援室

※2020年度に新学部への再編を構想中

シダックスフードサービス株式会社

〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町1-17-10 シダックス新宿セントラルロード
TEL.03-6632-5052（代表）

学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～
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　例年、全国校長会に合わせて開催していた定時総会ですが、
校長会が中止となり、「５月の最も遅い時期なら可能と」判
断し、５月 30日（土）に開催としました。開催にあたっては、
「３密」を避ける手筈で、例年の長机方式から丸テーブル（１
テーブル４人掛け）に変更し、目標通り 15時で閉会しました。
閉会後の懇親会は取りやめとし、代えて、代議員と理事によ
るグループ協議としました。テーマは、新型コロナ感染の拡
大により各地域の総会や懇親会の中止等が予想されるが、こ
の事態の打開について話し合うというもので、和気藹藹とし
た雰囲気の中で活発な協議となりました。

＊上の写真　第３号議案の審議後の採決の様子
＊右の写真　グループ協議の様子
　・ケーキを頂きながらの談笑風景
　・協議内容を発表する代議員

（P.6 参照）

◀リーフレット　▲カード（表）　▼カード（裏）
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「桐の葉」は大正８（1919）年の大学昇格運動の際に当時学生であった大和資

雄氏によって作詞され、昔の応援歌の曲譜にのせて唱和され全校に広がってい

きました。新聞紙に筆で「桐の葉は木に朽ちんより」と二節を一気に書き上げられ

た歌詞には「日本の教育を担う高等師範学校が尊重されないのであれば廃校も

辞さない」という強い思いが込められています。 

その後、東京教育大学最後の学長大山信郎氏が３番を、筑波大学開学３０周

年を機に北原保雄学長が４番を加えました。 

茗渓会を知りたい方

入会を希望される方

こちらから 

茗渓は師範学校が設立された湯島聖堂付近（お茶の水）をさします。 

「茗」は茶の雅称で、茶に適した良水が湧き出ていた場所のようです。 

茗渓の由来 

 
●1872（M 5）   師範学校開設（湯島旧昌平黌跡） 

●1873（M 6）   東京師範学校 

 

●1882（M15）    ・茗渓会創立（4/29） 

●1883（M16）    ・「茗渓会雑誌」第１号発行 

●1886（M19）   高等師範学校 

●1900（M33）    ・茗渓会雑誌を「教育」に改題 

●1902（M35）   東京高等師範学校 

●1903（M36）   校舎移転（大塚窪町） 

●1919(T 8)      ・宣揚歌（桐の葉）が作られる 

徽章五三の桐葉形 

●1920（T 9）     ・第 1 回箱根駅伝開催 

●1924（T13）    ・㈳茗渓共済会設立 

●1929（S 4）   東京文理科大学 

●1933（S 8）    ・茗渓会館開館 

●1949（S24）   東京教育大学 

●1959（S34）   ・茗渓会雑誌「教育」を「茗渓」に改題 

 

●1973（S48）   筑波大学 

●1979（S54）   ・茗渓学園創立 

 

●1995（H 7）   ・茗渓会館改築落成式 

 

●2022（(R4)   ・茗渓創基 150 年記念式典） 

Meikei Proud  茗渓の水 

第 96 回箱根駅伝応援（二宮駅付近 2020.1.3）

＊往復路 20 カ所に延べ 2,500 人の同窓が集結 

キャリアカフェで学生の相談にのる OB・OG(2019.10.16)

茗渓会は、師範学校に始まり

筑波大学に至る茗渓の流れを

汲む会員数 55,586 人(*)から

なる同窓会です。 

*2020.5.30 現在 

Meikei Proud  茗渓の水 

大学会館前  

●筑波事務所 

 

●つくばセンター 

つくば駅 

■大塚事務所（茗渓会館５F） 

〒112-0012  文京区大塚 1-5-23 

TEL 03-3941-0136   

メール info@meikei.or.jp 

■筑波事務所 (大学会館内 )  

〒305-8577 つくば市天王台 1-1-1 

TEL 029-850-1044  

メール tsu3jimu@meikei.or.jp 

●お茶の水女子大   

大塚事務所● 

跡見学園● 
●筑波大学 

東京 camp 

茗荷谷駅（地下鉄丸ノ内線） 

つくばエクスプレス（TX） 

k

茗渓会本部事務局は 2 カ所あります。お気軽にお立ち寄り下さい。 

茗渓カードデザイン（案） 

 

茗渓会を知りたい方 
入会を希望される方 

こちらから 

茗渓会は明治 5（1872）年の師範学校創⽴以来、茗渓の流れを汲む同窓会組織です 

学生サポート活動
【キャリアサポート】 

☆OB・OG キャリアカフェ 
☆教職講座の開講 
☆教員採用２次試験対策講座 

【課外活動サポート】 
☆学生活動⽀援（助成⾦補助） 

 
同窓の交流活動 
【交流会】 

☆各地域での総会・懇親会 
☆茗渓・筑波産業人倶楽部 
☆各地域で企画される交流会 

【講演会】 
☆本部主催の講演会      
☆各地域で企画される講演会 

 

■大塚事務所  
東京都文京区大塚 1-5-23 
TEL 03-3941-0136   
メール info@meikei.or.jp 

■筑波事務所 ( 大学会館内 )  
TEL 029-850-1044    
メール tsu3jimu@meikei.or.jp 

 

 

世代・地域を越えた同窓のつながりを！

茗渓カードデザイン（案） 
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同窓の交流活動 
【交流会】 

☆各地域での総会・懇親会 
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世代・地域を越えた同窓のつながりを！

リーフレットとカードについて

第９回定時総会

　茗渓会にお誘いする時にお役に
立てていただければと思い、リー
フレットとカードを同封させてい
ただきました。どうぞお役立てく
ださい。この『季刊誌茗渓』をお
届けいただいている方々が茗渓会
員です。
　今年度は、地域総会や懇親会が中
止に追い込まれていますが、少人数
の会合などで、ご活用いただければ
と願います。
・�リーフレットやカードが必要な
方は、遠慮なくお申し付けくだ
さい。
・�カードの使い方や改善、あるい
は内容追加があればご提案くだ
さい。

（P.17 参照）



2

　教員採用２次試験対策講座が８月８日～ 10日に開
催されました。参加者 29名。神奈川と埼玉が合同で
指導に当たるという初めての企画も試みられ、受験生
の刺激や交流により視野が広がるという意味で手ご
たえを感じました。
・左写真　集団協議の様子
・下写真　模擬授業の様子

（P.13 参照）

《茗渓会本部 今年度前期の主な学生支援活動風景》

　新型コロナウィルスが蔓延する中
で、茗渓会本部は、大塚の茗渓会館や
筑波の大学会館内の事務所を拠点とし
て、可能な限りの学生支援を展開して
います。写真は大塚事務所で実施した
オンラインによる OB・OGキャリア
カフェ（7/4 ～ 7/8）の様子です。
　オンライン会議ソフトを活用した窮
余の策といったところでしたが、予想
外に反応が良く、昨年実施の対面方式
と併せて実施できる手応えを得たよう
です。

（P.12 参照）

教員採用２次試験対策講座

オンライン OB・OG キャリアカフェ
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茗茗茗茗茗茗茗茗茗茗 渓渓渓渓渓渓渓渓渓渓 会会会会会会会会会会 第第第第第第第第第第 9999999999 回回回回回回回回回回 定定定定定定定定定定 時時時時時時時時時時 総総総総総総総総総総 会会会会会会会会会会
一般社団法人

茗 渓 会 第 9 回 定 時 総 会
令和2年5月30日（土）茗渓会館にて

定 時 総 会 出 席 代 議 員 一 覧
（敬称略)

茗茗茗茗茗茗茗茗茗茗 渓渓渓渓渓渓渓渓渓渓 会会会会会会会会会会 第第第第第第第第第第 8888888888 回回回回回回回回回回 定定定定定定定定定定 時時時時時時時時時時 総総総総総総総総総総 会会会会会会会会会会
一般社団法人

茗 渓 会 第 8 回 定 時 総 会
平成30年5月24日（木）茗渓会館にて

地域組織 氏 名

埼 玉 奥 谷 多 作

東 京 浅 井 一 郎

東 京 海老沢 敬 子

東 京 中 村 穎 司

東 京 三 橋 浩 志

東 京 柳 久美子

東 京 渡 邉 悟

神奈川 大 石 進

長 野 北 村 桂 一

長 野 巻 山 圭 一

愛 知 竹 下 裕 隆

高 知 野 田 智 洋
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て
闘
い
、
そ
し
て
、
そ
の
時
そ
の
時
に
起
こ
る
こ
と
が
ら
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
ペ
ー
ス
で
走
り
続
け
る
こ
と
こ

そ
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
収
束
へ
の
必
須
の
道
程
と
考
え
ま

す
。更

に
、
社
会
生
活
上
に
も
大
き
な
転
換
を
も
た
ら
す
時
期
の
到

来
を
予
見
さ
せ
ま
す
。
静
か
に
思
慮
を
め
ぐ
ら
す
時
で
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

伝
承
と
創
造
の
茗
渓
会
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に

敗
北
を
喫
す
る
わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
の
気
概
は
、

挫
け
る
こ
と
な
く
、
嘉
納
治
五
郎
先
生
が
提
唱
さ
れ
た
〝
盡
己
竢

成
(ジ
ン
キ
シ
セ
イ
）〟
す
な
わ
ち
事
が
成
る
ま
で
努
力
し
続
け
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
ご
審
議
願
う
令
和
⚒
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予

算
の
案
件
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
情
勢
が
時
々
刻
々
に
変

わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
執
行
に
は
臨
機
応
変
の
対
応

が
迫
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
修
正
或
い
は
変
更
の
あ
る
こ
と
を
ご

了
解
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
て
お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

勿
論
、
理
事
会
等
の
審
議
を
経
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。本

年
度
の
事
業
計
画
の
骨
子
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
お
き
ま
す
。

⑴
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
推
進
を
図
り
、
将
来
を
見
通
し

て
、
よ
り
積
極
的
な
事
業
展
開
を
目
指
す
。

上
記
記
念
事
業
は
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
マ
を
〝
伝
承
と
創
造
〟
と

し
、
令
和
元
年
か
ら
令
和
⚔
年
の
⚔
年
間
に
亘
っ
て
展
開
す

る
。

⑵
茗
渓
会
活
動
の
領
域
を
教
育
界
と
産
業
界
（
官
界
を
含
む
）

の
⚒
本
建
て
と
し
て
組
織
化
を
推
進
す
る
。

⑶
地
域
組
織
等
の
活
動
の
充
実
・
活
性
化
事
業
を
推
進
す
る
。

⑷
新
規
会
員
の
獲
得
、
正
会
員
の
増
加
及
び
会
費
納
入
率
ア
ッ

プ
の
た
め
の
組
織
的
計
画
的
な
活
動
を
推
進
す
る
。

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
た
昨

年
の
実
施
状
況
の
概
要
を
報
告
し
て
お
き
ま
す
。
関
係
各
位
の
献

身
的
な
ご
尽
力
で
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。


占
春
園
再
生
事
業
及
び
完
成
披
露
。
占
春
園
整
備
事
業
と
し

て
筑
波
大
学
に
寄
付
し
た
。


教
育
界
の
柱
建
て
…
教
職
課
程
講
座
の
充
実
。
東
京
、
埼
玉
、

千
葉
、
茨
城
、
神
奈
川
の
各
茗
渓
会
が
協
力
し
て
講
座
を
開

催
し
た
。


産
業
界
の
柱
建
て
…
各
地
域
組
織
の
試
み
…

•
東
京
茗
渓
会
…
茗
渓
筑
波
大
学
産
業
人
会

•
神
奈
川
茗
渓
会
…
茗
渓
を
同
窓
と
す
る
若
手
の
幅
広
い
交

流
•
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
…
茗
渓
関
西
・
教
育
研
究
・
産
業
人
会（
Ｍ

Ｋ
Ｓ
）
の
発
会

•
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
福
岡
）、
中
京
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛
知
）
等
に

お
け
る
準
備
会
な
ど

•
茗
渓
会
（
本
部
）
主
催
等
…
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

の
意
見
交
流
会
。
就
職
相
談
会
。
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
等
。


茗
渓
会
の
公
開
講
座

•
真
田

久
理
事
の
〝
つ
く
ば
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〟（
⚖
月
29

日
）

•〝
藤
原
教
授
の
英
語
の
は
な
し
～
第
18
弾
〟（
11
月
⚙
日
）


学
生
活
動
支
援
事
業
（
⚘
月
⚙
日
）


追
悼
つ
ど
い
（
⚙
月
28
日
）


第
96
回
箱
根
駅
伝
応
援
（
⚑
月
⚒
～
⚓
日
）

•
茗
渓
本
部
（
事
務
局
）、
神
奈
川
茗
渓
会
、
東
京
茗
渓
会
、

千
葉
茗
渓
会
、
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
、
大
学
職
員

等
々
（
概
数
⚒
、⚕
⚐
⚐
人
）

•
宣
揚
歌
入
り
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
贈
呈
～
筑
波
大
学

体
育
会
執
行
部
へ

•
茗
渓
会
賞
(芸
術
部
門
を
含
む
)…
受
賞
者
・
筑
波
大
学
大

学
院
修
了
者
及
び
芸
術
専
門
学
群
生

計
33
名（
⚓
月
末
）

茗
渓
会
の
昨
年
の
歩
み
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
が
、
茗
渓
創
基

150
年
記
念
事
業
の
道
程
が
本
会
の
将
来
へ
の
輝
け
る
躍
進
の
礎
石

に
な
る
こ
と
を
希
っ
て
い
ま
す
。

理
事
会
は
一
丸
と
な
っ
て
本
会
発
展
の
た
め
渾
身
の
努
力
を
い

た
し
ま
す
。

代
議
員
の
皆
様
、
全
国
地
域
組
織
の
皆
様
に
は
、
茗
渓
会
発
展

の
た
め
に
特
段
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
収
束

に
向
っ
て
の
日
々
の
努
力
も
怠
り
な
く
、
ご
健
勝
で
、
ご
活
躍
下

さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



5

日
頃
よ
り
、
貴
会
か
ら
の
本
学
へ
の
ご
支
援
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
貴
会
の
令
和
⚒
年
度
の
定
時
総
会
に
際
し
て
、
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
を
含
め
て
、
我
々
は
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
に

あ
り
ま
す
。
今
、
ま
さ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
驚
異
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
世
界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
そ
う
い
う
社
会
で
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ン
ブ

ス
が
新
大
陸
か
ら
新
た
な
感
染
症
を
欧
州
に
も
た
ら
し
た
頃
と
比

べ
れ
ば
、
旅
す
る
時
間
、
物
が
運
ば
れ
る
時
間
、
今
回
の
よ
う
な

感
染
症
が
伝
播
す
る
時
間
は
⚒
桁
以
上
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
情

報
に
い
た
っ
て
は
、
瞬
時
の
う
ち
に
世
界
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
社
会
で
は
、
密
林

の
奥
地
や
最
果
て
の
地
と
の
情
報
交
換
も
極
め
て
容
易
に
な
り
ま

し
た
。
至
便
に
は
な
る
一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

も
拡
が
り
、
市
井
で
は
店
頭
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
事
態
も
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
社
会
で
は
、
様
々
な
活
動
も
国
を
越
え
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
こ
の
感
染
症
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
株
価
に

影
響
を
与
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
下
方
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

国
や
地
域
、
あ
る
い
は
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
間
の
境
界

は
、
そ
れ
ら
が
成
立
し
た
時
の
概
念
を
持
ち
な
が
ら
も
、
明
ら
か

に
互
い
に
境
界
を
超
え
た
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
裏
側
で
は
、
今
で
は
ガ

ラ
ケ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
初
期
型
携
帯
電
話
の
よ
う

に
か
つ
て
は
一
斉
を
風
靡
し
た
も
の
や
シ
ス
テ
ム
が
姿
を
消
し
て

行
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
職
業
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
起

こ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
る
と
、
大
学
の

活
動
に
も
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
持
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
真
に
人
が
か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
、

あ
る
い
は
か
か
わ
る
べ
き
仕
事
を
見
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
仕
事

に
お
い
て
新
た
な
価
値
の
創
造
に
繋
が
る
活
動
の
で
き
る
人
材
の

育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
労
働
集
約
型
社
会
か
ら
知
識

集
約
型
社
会
へ
の
変
化
が
進
む
中
で
は
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
人

材
の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
か
ら
の
要
望
に
確
実
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
教
育
内
容
、
教
育
方
法
、
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含

め
て
、
大
学
に
お
け
る
教
育
全
般
に
つ
い
て
再
考
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
伝
統
を
守
る
と
い
う
意
味
は
、
単
に
過
去
に
確
立
し

た
事
柄
な
ど
を
継
承
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
基
本
的
な
考
え
方
に

基
づ
い
て
、
価
値
あ
る
部
分
を
維
持
し
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
不
断

に
見
直
し
と
改
革
を
繰
り
返
し
、
後
世
に
残
す
べ
き
も
の
を
丹
精

す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
育
現
場
で
は
、⽛
昔
は

◯
◯
で
あ
っ
た
の
に
、
…
⽜、⽛
最
近
の
△
△
は
、
…
⽜
と
言
う
前

に
、
将
来
を
想
像
し
、
現
況
を
批
判
的
に
見
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
年
⚔
月
か
ら
は
、
全
学
的
に
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
大
学

院
課
程
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
全
学
的
な
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

は
、
す
で
に
学
問
分
野
間
の
垣
根
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
本
学

に
お
い
て
、
さ
ら
に
分
野
横
断
的
な
教
育
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
開
学
の
時
か
ら
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
て
い
た
学
群
教
育
の
充
実
に
向
け
た
検
討
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
高
い
レ

ベ
ル
の
研
究
力
が
必
須
で
す
。
サ
イ
バ
ニ
ク
ス
、
感
性
認
知
脳
科

学
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
、
統
合
睡
眠
医
科
学
、
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
情
報
学
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ク
ス
な
ど
の
新
た
な
研
究
分

野
を
創
出
し
て
き
た
実
績
を
有
す
る
本
学
は
、
学
問
分
野
間
の
学

際
的
な
協
働
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
り
多
い
も
の
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
と
社
会
、
自
然
と
環

境
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
徹
底
的
に
探
求
す
る
基
礎
研
究
に
つ
い
て
、

多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
、
成
果
の
長
期
的
蓄
積
が
必
要
で
す
。

加
え
て
、
各
分
野
の
卓
越
性
を
よ
り
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
学
際
的
な
協
働
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
研
究

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
が
必
要
で
す
。
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
で

活
用
し
た
学
術
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
か
ら
は
、
科
研
費
新
学
術
領

域
研
究
に
連
続
し
て
採
択
さ
れ
て
い
る
日
本
最
高
峰
の
西
ア
ジ
ア

研
究
拠
点
⽛
西
ア
ジ
ア
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
⽜、
新
学
術
領
域
研
究

の
代
表
者
を
生
み
、
ま
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

推
進
し
て
い
る⽛
微
生
物
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
⽜

や
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
朝
永
振
一
郎
博
士
の
研
究
を
継

ぐ
⽛
宇
宙
史
研
究
セ
ン
タ
ー
⽜
な
ど
の
新
た
な
研
究
分
野
を
切
り

拓
く
研
究
拠
点
が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

拡
充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
お
よ
び
研
究
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
も
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
累
積
起
業
数
が
東
京
大
学
、

京
都
大
学
に
次
い
で
国
内
第
⚓
位
で
あ
る
と
い
う
本
学
の
優
位
性

に
着
目
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
員
、
学
生
・
大
学
院
生
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
充
実
し
、
大
学

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立
ち
上
げ
、
資
金
調
達
を
支
援
し
て
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
成
長
を
促
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益

の
一
部
を
大
学
へ
寄
附
金
、
有
価
証
券
、
共
同
研
究
費
な
ど
の
形

で
上
記
の
プ
ロ
セ
ス
に
還
元
し
、
循
環
的
に
推
進
す
る
ベ
ン
チ
ャ

ー
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
⚒
⚐
⚑
⚙
日
本
大
会
は
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
本
学
卒
業
生
も
活
躍
し
ま
し

た
。
本
学
陸
上
部
の
駅
伝
チ
ー
ム
は
昨
年
の
箱
根
駅
伝
予
選
会
を

突
破
し
、
本
年
⚑
月
⚒
～
⚓
日
に
26
年
ぶ
り
に
箱
根
駅
伝
へ
の
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の
活
躍
を
、
寄
付
で
、
あ
る
い

は
現
場
で
の
応
援
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
茗
渓
会
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
今
年
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
大
き
な
盛
り
上
が
り

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
⚑
年
の
延
期
が
決
ま

り
ま
し
た
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
を
抑
え
る
た
め

に
国
民
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で

す
。
筑
波
大
学
も
こ
う
し
た
様
々
な
出
来
事
を
経
験
し
な
が
ら
、

明
日
の
課
題
を
見
据
え
つ
つ
、
日
々
の
研
究
と
教
育
と
学
生
に
じ

っ
く
り
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

茗
渓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
本
学
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
２
年
度

茗
渓
会
定
時
総
会

ご

挨

拶

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
読
筑
波
大
学
副
学
長
佐
藤

忍
)
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
(令
和
２
年
度
)

第
９
回
定
時
総
会
議
事
(要
旨
)

一
般
社
団
法
人
茗
溪
会
第
⚙
回
定
時
総
会
は
，

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
混
乱
す
る
中
、

緊
急
事
態
宣
言
解
除
直
後
の
令
和
⚒
年
⚕
月
30

日
㈯
13
時
30
分
か
ら
茗
溪
会
館
⚒
階
⽛
茗
溪
⽜

の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
先

立
ち
、
矢
野
常
務
理
事
(事
務
局
長
)か
ら
、
代

議
員
(社
員
)総
数
93
名
の
う
ち
、
出
席
者
⚙
名
、

委
任
状
に
よ
る
出
席
者
76
名
、
合
計
85
名
の
出

席
が
あ
り
、
定
款
第
17
条
に
よ
り
定
時
総
会
は

成
立
す
る
、
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

冒
頭
、
江
田
理
事
長
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
中
だ
が
、
重
要
課
題
へ
の
対
応
と

将
来
へ
の
布
石
の
た
め
こ
の
時
期
に
あ
え
て
開

催
す
る
と
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、
昨
年
度
の

様
々
な
取
り
組
み
状
況
の
紹
介
と
と
も
に
、
本

年
度
の
重
要
課
題
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
テ
ー
マ

⽛
伝
承
と
創
造
⽜
と
し
た
茗
渓
創
基
150
年
記
念

事
業
の
推
進
、
活
動
領
域
を
教
育
界
と
産
業
界

の
二
本
建
て
と
し
た
組
織
化
、
地
域
組
織
等
の

充
実
・
活
性
化
、
新
規
会
員
の
獲
得
な
ど
会
員

の
増
大
を
⚔
本
の
柱
と
し
て
、
嘉
納
治
五
郎
先

生
の
事
が
成
る
ま
で
努
力
し
続
け
る
と
い
う

⽛
盡
己
竢
成
(ジ
ン
キ
シ
セ
イ
)⽜
の
精
神
で
活

動
し
続
け
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。（
Ｐ
⚔

参
照
）

続
い
て
、
欠
席
さ
れ
た
筑
波
大
学
学
長
か
ら

の
挨
拶
文
を
常
務
理
事
が
紹
介
し
ま
し
た
。

（
Ｐ
⚕
参
照
）

議
長
就
任
、
開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名
人

次
に
、
定
款
第
15
条
に
よ
り
理
事
長
が
議
長

に
つ
き
、
議
長
か
ら
、
第
⚙
回
定
時
総
会
を
開

催
す
る
と
の
開
会
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
。
定
款

第
19
条
に
よ
り
議
事
録
は
議
長
及
び
総
会
に
お

い
て
選
出
さ
れ
た
議
事
録
署
名
人
⚒
名
が
署
名

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
柳
久
美
子
代
議
員

と
渡
邉
悟
代
代
議
員
を
選
出
し
て
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

審
議
事
項

第
⚑
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
決
算

書
類
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
説
明
、
一
括
審

議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の
発
言

が
あ
り
、
次
い
で
、
矢
野
常
務
理
事
か
ら
令
和

元
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、

岩
田
事
務
局
長
代
理
か
ら
元
年
度
予
算
・
実
績

対
照
表
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
注
記
事

項
、
正
味
財
産
増
減
決
算
書
、
財
務
諸
表
附
属

明
細
書
、
財
務
諸
表
に
対
す
る
注
記
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
概
要
説
明
が
あ
り
、
飯
塚
監
事
か
ら
、

元
年
度
会
計
期
間
に
お
け
る
会
計
・
業
務
の
監

査
結
果
は
、
法
令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実

は
な
く
適
正
と
認
め
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。以

上
を
受
け
て
、
議
長
が
、
本
議
案
を
一
括

し
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

高野 力 常務理事

議
長
就
任
、
議
事
録
署
名
人
及
び
開
会
宣
言

審
議
事
項

飯塚良成 監事

第
⚒
号
議
案

令
和
⚒
年
度
事
業
計
画
(案
)及

び
予
算
(案
)に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
説
明
、
一
括
審

議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の
発
言

が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
矢
野
常
務
理
事
か
ら
⚒

年
度
事
業
計
画
(案
)に
つ
い
て
、
茗
溪
創
基
150

年
記
念
事
業
の
推
進
を
図
り
、
そ
れ
を
機
に
将

来
を
見
通
し
て
よ
り
積
極
的
な
事
業
展
開
を
目

指
し
た
い
と
、
具
体
的
な
事
業
計
画
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
今
年
度
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
想
定

さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
例
年
通
り
の
事
業
実

施
は
困
難
で
あ
り
、
季
刊
誌
も
年
⚔
回
の
発
行

は
困
難
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
岩
田
局
長
代
理
か
ら
⚒
年
度
予
算
(案
)に

つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
予
算
編

成
を
し
た
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
動
き

が
出
た
の
だ
が
、
そ
の
影
響
で
家
賃
収
入
な
ど

の
収
入
減
も
今
後
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
予
算
執
行
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
得

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
か
ら
、
本

議
案
を
一
括
し
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚓
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

役
員
は
、
本
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
候
補

者
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
内
に
設
け
ら
れ
た
役

員
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
理
事
会
で
の
合
意

を
得
て
本
総
会
に
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
選
考
委
員
長
を

務
め
た
井
口
副
理
事
長
か
ら
、
定
数
は
理
事
は

15
名
以
上
25
名
以
内
、
監
事
は
⚓
名
以
内
で
あ

り
、
任
期
は
い
ず
れ
も
⚒
年
で
あ
る
こ
と
、
本

年
⚕
月
⚙
日
、
役
員
選
考
委
員
会
（
委
員
⚗
名
）

を
開
催
し
て
慎
重
審
議
を
経
て
、
⚕
月
理
事
会

で
合
意
を
得
た
の
で
、
本
総
会
に
上
程
し
た
い

と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
提
案
さ
れ
た

理
事
候
補
者
は
24
名
、
う
ち
重
任
理
事
候
補
者

22
名
、
新
任
理
事
候
補
者
は
⚒
名
、
監
事
候
補

者
は
⚓
名
、
う
ち
重
任
監
事
候
補
者
⚒
名
、
新

任
監
事
候
補
者
は
⚑
名
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
理
事
・
監
事
の
選
任
の
決
議
は

各
候
補
者
ご
と
に
採
決
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
全
員
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
重
任
理
事
】
阿
江
通
良
、
新
井
達
郎
、
井
口
武

雄
、
江
田
昌
佑
、
大
澤
義
明
、
川
田
孝
一
、
河

本
武
、
佐
藤
忍
、
真
田
久
、
柴
田
淳
、
高
橋
基

之
、
田
代
淳
一
、
田
中
正
造
、
西
川
綾
子
、
早

川
源
一
、
春
山
賢
男
、
廣
田
則
夫
、
福
岡
一
雄
、
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宮
尾
徹
、
百
瀬
明
宏
、
守
橋
健
二
、
矢
野
正
人

【
新
任
理
事
】
佐
藤
順
一
、
谷
出
正
直

【
重
任
監
事
】
飯
塚
良
成
、
小
泉
淑
子

【
新
任
監
事
】
髙
野
力

報
告
事
項

⑴
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
（
企
画
と
拠
金
）

に
つ
い
て

記
念
事
業
実
行
委
員
長
で
あ
る
河
本
理
事
に

代
わ
り
川
田
理
事
か
ら
、
本
事
業
の
グ
ラ
ン
ド

テ
ー
マ
を
⽛
伝
承
と
創
造
⽜
と
し
、
茗
溪
人
一

人
一
人
が
主
役
と
し
た
意
義
あ
る
記
念
事
業
と

し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
多
く
の
会
員
が
参

加
で
き
る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
、
事
業
は
令
和

元
年
か
ら
進
め
中
心
時
期
は
令
和
⚔
年
と
す
る

こ
と
、
経
費
は
会
員
の
拠
金
に
よ
り
賄
い
顕
彰

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の
推
進
は
、

河
本
委
員
長
を
総
括
と
す
る
⽛
記
念
事
業
委
員

会
⽜
を
設
置
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
宮

尾
副
委
員
長
が
所
管
す
る
⽛
寄
付
部
門
⽜、
髙
野

常
務
理
事
が
所
管
す
る
⽛
行
事
・
事
業
部
門
⽜、

真
田
副
委
員
長
が
所
管
す
る
⽛
記
念
誌
部
門
⽜

の
⚓
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
、
特
に
⚒
⚐
⚒

⚑
年
⚕
月
に
は
産
業
人
倶
楽
部
の
全
国
展
開
発

表
の
会
を
開
催
し
、
⚒
⚐
⚒
⚒
年
⚔
月
29
日
に

記
念
式
典
を
開
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
誌
に
関
連

し
て
、
各
地
域
組
織
で
の
平
成
の
時
期
の
動
き

に
つ
い
て
の
資
料
収
集
へ
の
協
力
も
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

⑵
令
和
⚒
年
度
組
織
委
員
会
事
業
計
画
に
つ
い

て組
織
委
員
長
で
あ
る
川
田
理
事
か
ら
、
当
委

員
会
は
、
各
地
域
組
織
等
の
活
性
化
の
深
化
を

図
り
、
茗
溪
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
推
進
に

努
め
る
と
い
う
⚒
つ
の
基
本
方
針
に
加
え
て
、

休
校
中
の
学
校
・
子
ど
も
へ
の
支
援
を
図
る
と

い
っ
た
方
針
を
新
た
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
域
組
織
等
の
活
性
化
を
進
め
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
会
議
を
開
く
な
ど
し
て
日
本

全
国
、
そ
し
て
北
京
・
バ
ン
コ
ク
な
ど
国
際
組

織
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
な
ど
も
計
画
し
て
い

る
旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
茗
溪
・
筑

波
産
業
人
倶
楽
部
の
発
展
拡
大
を
目
指
し
、
茗

溪
創
基
150
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
来
年

⚕
月
に
は
全
国
大
会
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る

こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑶
そ
の
他
会
員
増
・
寄
付
等
に
つ
い
て

矢
野
理
事
か
ら
、
今
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
っ
て
各
地
域
組
織
で
総
会
が
開

け
な
い
た
め
、
会
費
支
払
の
機
会
を
失
う
こ
と

も
想
定
さ
れ
、
近
年
会
費
の
納
入
率
の
低
下
傾

向
に
拍
車
が
掛
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
何
か
ご
提
案
を
い

た
だ
き
た
い
と
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
カ
ー
ド
支
払
へ
の
移

行
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
提

案
も
あ
り
ま
し
た
。

諸
連
絡
等

⑴
会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
等
に
つ
い
て

会
員
登
録
状
況
、
年
度
別
会
費
納
入
状
況
、

各
地
域
組
織
納
者
明
細
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

⑵
各
地
域
組
織
等
か
ら
の
連
絡
文
書
に
つ
い
て

地
域
組
織
等
か
ら
の
連
絡
文
書
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
連
絡
文
書
の
様
式
（
様
式
⚑

か
ら
様
式
⚔
）
は
、
茗
溪
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
提
出
願
い
た
い
、
ま
た
、
春
秋

の
叙
勲
受
章
者
の
連
絡
用
紙
、
地
域
組
織
等

の
組
織
表
、
地
域
組
織
等
に
お
け
る
活
動
は
、

必
ず
提
出
願
い
た
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
、
今
年
度
地
域
組
織
等
の
組
織
表

は
、
⚗
月
31
日
ま
で
に
提
出
願
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

⑶
関
連
法
人
の
紹
介
に
つ
い
て

関
連
法
人
で
あ
る
筑
波
学
都
資
金
財
団
及

び
筑
波
大
学
学
生
宿
舎
・
筑
波
研
修
セ
ン
タ

ー
、
茗
溪
学
園
中
学
校
高
等
学
校
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
配
付
資
料
に
基
づ
き
代
理
で
の
概

要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
56
回
臨
時
理
事
会
結
果
報
告

総
会
を
中
断
し
て
、
役
員
選
定
の
た
め
の
新

理
事
会
が
開
か
れ
、
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

新任理事 谷出正直氏・佐藤順一氏

理
事
長
に
は
江
田
昌
佑
理
事
長
が
継
続
し
て

選
出
さ
れ
、
副
理
事
長
に
は
井
口
理
事
と
阿
江

理
事
が
、
常
務
理
事
に
は
、
矢
野
理
事
と
新
た

に
150
年
記
念
事
業
の
担
当
と
し
て
川
田
理
事
が

そ
れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
重
任
理

事
、
新
任
理
事
、
重
任
監
事
、
新
任
監
事
の
皆

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

閉

会

江
田
理
事
長
か
ら
閉
会
宣
言
が
な
さ
れ
、
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
例
年
の
懇
談
会
に
代
わ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
別
懇
談
会
の
内
容
を
拡
大
し
た
⽛
小

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
協
議
会
⽜
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、
茗
溪
創
基
150
年
記
念
事
業
の

成
功
を
め
ざ
し
て
、
茗
溪
・
筑
波
産
業
人
倶
楽

部
な
ど
組
織
強
化
策
に
つ
い
て
、
会
員
増
な
ど

財
政
強
化
策
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
い
各
地
域
組
織
で
総

会
・
懇
親
会
が
中
止
に
な
る
な
ど
し
て
、
会
費

納
入
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
り
す
る
の
で
、

そ
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
会
報
の
ｗ
ｅ
ｂ
版
を
を
出
し
て
は
ど
う

か
、
茗
溪
会
の
内
容
の
名
刺
な
ど
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
、
学
類
の
同
期
会
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
同
窓
会
を
活
用
し
て
は

ど
う
か
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
筑

波
大
学
生
が
今
困
っ
て
い
る
の
で
茗
溪
と
し
て

援
助
す
る
こ
と
で
、
筑
波
大
学
生
の
Ｏ
Ｂ
の
会

は
茗
溪
会
な
の
だ
と
意
識
さ
せ
る
こ
と
も
大
事

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
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令和元年度決算報告

貸借対照表
令和⚒年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 当 年 度

Ⅰ 資産の部

⚑．流動資産

現金預金

未収消費税

流動資産合計

⚒．固定資産

固定性預金

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

固定資産合計

74,349

74,349

315,937

658,887

3,225

1,871

426

314,776

1,295,122

資産合計 1,369,471

Ⅱ 負債の部

⚑．流動負債

前受金

未払法人税

未払消費税

預り金

流動負債合計

⚒．固定負債

退職給与引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕費積立金

固定負債合計

26,025

10,385

951

355

37,715

6,400

20,150

1,405,000

1,431,550

負債合計 1,469,265

Ⅲ 正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

△99,795

△99,795

負債及び正味財産合計 1,369,471

正味財産増減計算表
平成31年⚔月⚑日から令和⚒年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 当 年 度
Ⅰ 一般正味財産増減の部
⚑ 経常増減の部
⑴ 経常収益
基本財産運用収益
地代収入
建物賃貸収入

会費収入
正会員受取会費
茗渓フェロー会費

事業収益
委託料収入
公告料収入

寄附金
寄附金収入

退職給付引当金取崩収入
退職給付引当金戻入益

雑収益
受取利息
駐車場利用収入
雑収益

経常収益計
⑵ 経常費用
事業費
給与手当費
式典事業費
旅費交通費
負担金
通信運搬費
印刷製本費
水道光熱費
業務委託費
租税公課
修繕費
火災保険料
助成金
退職給付費用
占春園支出

管理費
監事報酬
臨時雇賃金
退職金
福利厚生費
総会諸費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
什器備品費
消耗品費
印刷製本費
集金費
諸謝金
負担金
会員データ管理費
渉外費
賃借料
減価償却費
租税公課
雑費

経常費用計
当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部
⑴ 経常外収益
経常外収益計
⑵ 経常外費用
固定資産除却損

経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

64,171
25,506

16,305
1,911

2,635
3,339

8,543

0

19
1,178
1,530

125,136

27,128
421
803
235

5,747
3,149
2,330
6,435
23,192
1,481
763

4,238
1,544
8,023

150
67
0
28

1,226
842

1,491
1,892
498

1,186
1,594
2,368
681
28

2,764
70
780

34,325
11,336
51

146,861
△21,725

0

0
0
0

△21,725
△78,070
△99,795

Ⅳ 正味財産期末残高 △99,795

収支計算書
平成31年⚔月⚑日～令和⚒年⚓月31日

（単位：千円)

Ⅰ 事業活動収支の部

⚑．事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

茗渓フェロー収入

事業収益

地代収入

賃貸料収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

駐車場利用収入他

受取利息収入

雑収入

退職給付引当金取崩収入

退職給付引当金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

18,215

16,305

1,910

95,651

64,171

25,506

2,635

3,339

8,543

8,543

2,727

1,178

19

1,530

0

0

125,136

95,280

15,714

0

110,994

14,142

平成30年度決算報告
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令和⚒年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
⚑．事業計画のねらい
⑴ 茗渓創基150年記念事業の推進を図り、それを機に、将来を見通して、より積極的な事業展開を目指す。
⑵ 教育界と産業界（官界を含む）を二本建てとして組織化を推進する。
⑶ 地域組織等の活動の充実・活性化事業を推進する。
⑷ 新規会員の獲得・正会員の増加及び会費納入率アップのための組織的・計画的な活動を推進する。
⚒．事業の目的（定款第⚓条）
会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、学術、文化、

教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資する事を目的とする。
⚓．事業の内容（定款第⚔条）
⑴ 会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業
① 教育界各組織の活動推進 ② 産業界・官界各組織（⽛茗渓・筑波産業人倶楽部⽜等）の活動推進
③ ホームページの充実による交流促進 ④ 追悼のつどいの実施

⑵ 定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業
① 季刊誌⽛茗渓⽜の発行…年⚔回

⑶ 研修会、講演会、公開講座等会員その他の教養向上と地域社会への貢献に資する事業
① 公開講座の実施 ② 地域組織等主催による公開講座への助成

⑷ 学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業
① 学生及び同窓の諸活動への助成事業

⑸ 財産の管理・運営に関する事業
① 茗渓創基150年記念事業を機とした財政の再編強化
•会費の増収を図るための施策の立案と実施
イ 新会員の入会促進策の立案と実施
ロ 旧乙会員の正会員への掘り起こし策の立案と実施
ハ フェロー会員の固定化策と入会促進策の立案と実施

② 茗渓会館の利活用を安定・向上させる事業
⑹ 教育の振興、普及活動に資する事業
① 筑波大学側と地域組織等との交流 ② 筑波大学と協力して学生のキャリア形成
③ 教職受験対策研修会の開催

⑺ 茗渓創基150年記念事業の準備・推進
⑻ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
⚔．前項の各事業は、全国において行うものとする

令和⚒年度予算書 令和⚒年⚔月⚑日～令和⚓年⚓月31日 （単位：千円)

科 目 Ｒ⚒年度予算

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑．事業活動収入
⑴ 事業活動収入
会費収入
正会員会費収入
フェロー収入
事業収益
地代収入
建物賃貸収入
委託料収入
広告料収入
寄付金収入
寄付金収入
雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入
退職給付引当金取崩
退職給付引当金取崩

事業活動収入計

18,215
16,305
1,910
103,024
71,310
25,740
2,635
3,339
100
100
2,741
1,217
14

1,510
0
0

124,080

科 目 Ｒ⚒年度予算

⑵ 事業活動支出
事業費支出
給料手当支出
助成金支出
式典費支出
旅費交通費支出
負担金支出
通信運搬費支出
印刷製本費支出
租税公課支出
業務委託費支出
光熱水料費支出
火災保険料支出
修繕費支出
管理費
監事報酬
給料手当
臨時雇賃金
退職金支出
福利厚生費

94,673
28,100
5,313
439
950
230
6,291
3,301
36,448
8,734
2,304
763
1,800
13,832
150
0
201
0
52

科 目 Ｒ⚒年度予算

総会諸費支出

会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

集金費支出

什器備品費支出

消耗品費支出

印刷製本費支出

会員データ管理費支出

諸謝金支出

負担金支出

渉外費支出

賃借料支出

雑支出

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

1,226

953

1,700

1,620

2,226

498

255

468

2,900

680

30

76

767

30

0

108,505

15,575

平成30年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
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第
⚙
回
定
時
総
会
議
事
（
要
旨
）
報
告
の
通
り
、
第
⚓
号
議
案

に
よ
っ
て
下
表
に
紹
介
す
る
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
重
任
理

事
22
名
、
新
任
理
事
⚒
名
、
重
任
監
事
⚒
名
、
新
任
監
事
⚑
名
が

そ
の
内
訳
で
す
。

理
事
と
監
事
の
選
任
の
決
議
は
、
候
補
者
ご
と
に
挙
手
に
よ
る

採
決
（
左
の
写
真
）
で
行
わ
れ
、
候
補
者
全
員
が
賛
成
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
は
、
⚔
階
会

議
室
に
移
動
し
、
第
66
回
理
事
会

を
開
い
て
、
引
き
続
き
江
田
氏
に

理
事
長
を
続
投
し
て
も
ら
う
こ
と

が
満
場
一
致
で
決
定
し
、
そ
の
後
、

副
理
事
長
と
常
務
理
事
が
、
理
事

長
の
指
名
に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
⚒
階
大
会
議

室
に
移
動
し
、
新
役
員
の
紹
介
を

し
ま
し
た
。
右
下
の
写
真
は
、
新

常
務
理
事
と
な
っ
た
川
田
氏
と
新

理
事
の
佐
藤
氏
、
谷
出
氏
の
挨
拶

の
様
子
で
す
。

前任の高野氏が監事となり、代わって川田氏が就任されました。氏
は組織委員長としての実績と経験をいかし、茗渓創基150年記念事業
担当の常務理事として活躍されることが期待されています。就任の挨
拶では、⽛個々の会員が何らかの形で参加できること⽜を記念事業の基
本姿勢として企画を推進したいと、強調していました。

理事就任の挨拶をする谷出氏（右側は佐藤氏）。谷出氏は平成年度卒
業の若い理事です。佐藤、谷出両氏は、産業人倶楽部（特に、学生相
手の⽛OB・OGキャリア・カフェ⽜）の主要スタッフとして企画・運営
に携わっています。

一般社団法人 茗 渓 会
令和⚒年度 理事・監事名簿

No 役 職 氏 名 卒 年 科

1 理 事 長 江 田 昌 佑 S30教大体育

2 副理事長 井 口 武 雄 S40教大法政

3 副理事長 阿 江 通 良 S57筑博体育

4 常務理事 川 田 孝 一 S39教大総農

5 常務理事 矢 野 正 人 S53教修農経

6 理 事 新 井 達 郎 S56筑博化学

7 理 事 大 澤 義 明 S62筑博社工

8 理 事 河 本 武 S39教修教育

9 理 事 佐 藤 忍 S60筑博生物

10 理 事 佐 藤 順 一 S56筑大社会

11 理 事 真 田 久 S56筑修体育

12 理 事 柴 田 淳 S56筑修体育

13 理 事 髙 橋 基 之 S53筑大自然

14 理 事 田 代 淳 一 S59筑修教育

15 理 事 田 中 正 造 S36教大健康

16 理 事 谷 出 正 直 H17筑修体育

17 理 事 西 川 綾 子 S58筑大農林

18 理 事 早 川 源 一 S51教大東洋

19 理 事 春 山 賢 男 S55筑大自然

20 理 事 廣 田 則 夫 S53筑大社会

21 理 事 福 岡 一 雄 S32教大法政

22 理 事 宮 尾 徹 S54筑大農林

23 理 事 百 瀬 明 宏 S55筑大人文

24 理 事 守 橋 健 二 S53筑大自然

25 監 事 飯 塚 良 成 S63慶大商学

26 監 事 小 泉 淑 子 S41教大法政

27 監 事 高 野 力 S48教大木工

新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
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季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
春
号
（
Ｐ
12
）
か
ら
の
抜
粋
で
す
。
一
月
三

日
の
こ
と
で
す
。
沿
道
に
興
奮
の
余
熱
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

第
一
回
箱
根
駅
伝
が
金
栗
四
三
先
生
、
野
口
源
三
郎
先
生
ら
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
挙
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
二
月
十
四
日

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
百
年
後
の
二
〇
二
〇
年
に
、
筑
波
大
学
の

駅
伝
チ
ー
ム
が
二
十
六
年
ぶ
り
の
出
場
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
快

挙
と
い
う
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
往
路
復
路
併
せ
て
20
の
応
援
地

点
に
多
く
の
同
窓
が
集
結
し
ま
し
た
。
紫
紺
の
茗
渓
旗
と
水
色

（
Future
Blue）
の
筑
波
旗
が
は
た
め
く
下
で
⽛
宣
揚
歌

桐
の

葉
⽜
が
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ら
れ
る
光
景
は
、
百
年
の
節
目
を
祝

う
祭
事
に
も
見
え
ま
し
た
。

第
96
回
箱
根
駅
伝
の
支
援
と
応
援
は
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
多
く
の
同
窓
の
共
感
や
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

思
え
ば
、
第
一
回
箱
根
駅
伝
が
挙
行
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
は
、

世
界
中
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
に
襲
わ
れ
、
日
本

で
も
四
〇
万
人
前
後
の
死
者
が
出
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
年

後
に
は
関
東
大
震
災
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
暗
く
切
な

い
時
代
に
、
諸
先
輩
は
箱
根
駅
伝
の
挙
行
を
始
め
と
し
て
、
果
敢

に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
回
箱
根
駅
伝
開
催
の
前
年
、
一
九
一
九
年
十
二
月
に
は
、

⽛
宣
揚
歌

桐
の
葉
⽜
が
創
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
四
年
後
の
一
九
二
三
年
九
月
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、

死
者
と
行
方
不
明
者
は
十
万
人
余
を
数
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
下
で
、
茗
渓
会
は
⽛
社
団
法
人
茗
渓
共
済
会
⽜
を
設
立
し
、
共

済
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
九
二
四
年
の
こ
と
で
し
た
。

茗
渓
の
諸
先
輩
方
は
、
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
こ
そ
、
意
気
軒

高
を
貫
き
、
支
え
あ
い
励
ま
し
あ
う
絆
を
も
と
に
、
世
の
中
、
人

の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
し
て
き
た
と
、
改
め

て
そ
う
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
諸
先
輩
の
事
績
を
辿
る
こ
と
で
茗
渓

の
流
れ
を
見
定
め
、
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
る
茗
渓
人
と
し
て
な

に
を
な
す
べ
き
か
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
を
と
ら
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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茗
渓
創
基
150
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

⽝
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽞
設
立
の
趣
意
に
⽛
私
た
ち
茗
渓
人
は
、

そ
の
築
か
れ
た
足
跡
を
次
の
時
代
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
新
た
な

発
展
を
す
べ
き
使
命
が
あ
り
ま
す
⽜
と
謳
わ
れ
、⽛
伝
承
と
創
造
⽜

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
歩
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
（
以
下
、
記
念
事
業
と
略
記
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
茗
渓
創
基
150
年
目
に
あ
た
る
令
和
四
(二
〇

二
二
)年
に
向
け
て
諸
企
画
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
計
画
し
て
い
た
事
業
が
中
止
や
延

期
、
あ
る
い
は
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
⽛
三
密
⽜
が

予
想
さ
れ
る
事
業
は
、
中
止
や
延
期
と
さ
れ
る
中
、
開
催
方
法
を

工
夫
し
て
実
施
に
向
け
て
努
力
し
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
の
実
施
状
況
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
学
生
活
動
支
援
事
業

•
学
生
団
体
等
へ
の
活
動
助
成
（
⚗
月
）

〇
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
（
⚗
月
開
催
）

•
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ

〇
教
員
採
用
二
次
試
験
対
策
講
座
（
⚘
月
開
催
）

〇
追
悼
の
つ
ど
い
（
⚙
月
開
催
を
中
止
し
次
年
度
に
）

•
物
故
者
名
簿
の
作
成

〇
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
の
編
纂

•
支
部
（
地
域
組
織
等
）
の
歩
み

◆
学
生
活
動
支
援
・
顕
彰
事
業

以
下
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
は
未
定
で
す
。

⑴
団
体
や
個
人
の
課
外
活
動
に
助
成
金
を
支
給
す
る
事
業
で
、
昨

年
は
、⽛
筑
波
大
学
陸
上
競
技
部
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
駅
伝
チ
ー

ム
⽜
を
始
め
と
し
て
、
20
団
体
に
支
給
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

学
内
閉
鎖
が
続
き
、
学
生
活
動
が
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

⑵
在
学
生
や
卒
業
生
の
同
郷
人
が
集
っ
て
情
報
交
換
や
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
等
の
県
人
会
の
企
画
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
会
合
等
の
開
催
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

⑶
茗
渓
会
賞
と
し
て
、
専
攻
長
の
推
薦
に
よ
り
修
了
者
を
対
象
に
、

ま
た
、
芸
術
部
門
と
し
て
芸
術
専
門
学
群
、
人
間
総
合
科
学
研

究
科
芸
術
専
攻
の
卒
業
・
修
了
制
作
お
よ
び
研
究
に
対
し
て
表

彰
を
し
て
い
ま
す
。

⑷
卒
業
式
後
の
懇
親
会
等
へ
の
援
助
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
⚓
月
の
卒
業
式
中
止
の
た
め
、
そ
の
後
の
懇
親
会
も
開
催

さ
れ
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

私
は
往
路
（
小
田
原
市
内
）
で
応
援
し
ま
し
た
。
中
村
伸

二
氏
（
教
大
農
Ｓ
51
卒
）
が
高
校
の
同
窓
に
頼
ん
で
場
所
を

確
保
し
て
く
れ
ま
し
た
。
通
過
予
定
時
刻
に
は
茗
渓
会
員
と

そ
の
家
族
な
ど
150
余
人
が
集
ま
り
、
神
奈
川
茗
渓
会
の
山
﨑

紀
彦
副
会
長
（
教
院
農
Ｓ
53
修
）
の
音
頭
で
宣
揚
歌
の
練
習

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

横
浜
駅
東
口
は
300
余
人
、
茅
ヶ
崎
東
海
岸
は
200
余
人
が
集

ま
り
気
勢
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
連
絡
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

後
日
、
各
ポ
イ
ン
ト
担
当
か
ら
の
報
告
を
集
計
し
ま
す
と
、

往
・
復
路
併
せ
て
延
べ
二
五
〇
〇
人
ほ
ど
の
応
援
参
加
者
に

な
り
ま
す
。

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
は
、
一
〇
〇
〇
セ
ッ
ト
を
用
意
し
、

各
ポ
イ
ン
ト
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
想
定
外
の
人
数
が
集
ま

り
、
瞬
く
間
に
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
（
文
責

矢
野
)

明治⚕年
～令和⚔年

駅伝応援記念撮影(小田原本町)
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二
つ
の
柱

教
育
界
と
産
業
界

茗
渓
会
は
明
治
15
年
に
発
足
以
来
、
学
部
・
学
科
あ
る
い
は
部

活
動
等
を
も
包
括
す
る
全
学
同
窓
会
と
し
て
長
い
歴
史
を
刻
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
基
は
教
職
を
共
通
項
と
す
る
同
窓
意
識
に
あ
っ
た

と
も
い
え
ま
す
。
茗
渓
会
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
と
実
績
を
踏
ま
え
、

創
基
150
年
を
機
に
、
教
育
界
に
加
え
て
産
業
界
（
官
界
も
含
む
）

で
活
躍
す
る
同
窓
の
集
ま
り
を
も
う
一
つ
の
柱
と
し
、
両
者
融
合

協
和
し
な
が
ら
、
茗
渓
会
の
よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、
活
動

を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部

茗
渓
会
本
部
が
⽛
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
⽜
を
二
〇
一
八

年
七
月
に
立
ち
上
げ
て
以
来
、
学
生
目
線
の
企
画
を
模
索
し
、
試

行
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
、⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア

カ
フ
ェ
⽜
と
し
て
企
画
実
施
さ
れ
、
大
学
の
就
職
課
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
六
月
、
第
一
回
⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜

が
、
大
学
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
一
名
に
対
し
て
、

学
生
が
少
人
数
で
交
流
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
の
先
輩
と
し
て
、
学

生
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
を
し
て
も
ら
う

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。
本
音
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
で
、
参
加
し
た
学
生
の
満
足
度
は
高
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
十
一
月
に
第
二
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
も
同
様
に
⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜
の

開
催
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
一
時
は
中
止
も
検
討
し
ま
し
た
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
で
学
生
は
社
会
や
社
会
人
、
先
輩
と
の
接
点

が
持
ち
に
く
く
な
り
、
就
職
活
動
や
自
身
の
将
来
、
キ
ャ
リ
ア
に

関
す
る
情
報
収
集
に
困
る
状
況
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
考
案
さ
れ
た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
⽛
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜
の
開
催
で
し
た
。
茗
渓
会
と
し
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
取
り
組
み
は
初
め
て
で
し
た
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ

こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
七
月
、
第
三
回
⽛
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
⽜
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
卒
業
生
と
学
生
が
本

音
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
生
が
自
身
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
。
ま
た
、
学
生
生
活
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
、
一
時
間
ご
と
に

卒
業
生
が
一
人
登
場
し
ま
し
た
。
一
日
当
た
り
五
時
間
、
つ
ま
り
、

五
人
の
卒
業
生
が
登
場
す
る
形
に
し
ま
し
た
。
開
催
日
程
は
、
七

月
四
日
～
八
日
の
五
日
間
。
土
日
と
平
日
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
卒
業
生
や
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
で
、
参
加
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

開
催
の
告
知
を
し
た
と
こ
ろ
、
三
〇
名
の
卒
業
生
か
ら
参
加
の

意
思
表
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
、
最
終
日
の
開
催
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ル
ー
ム
を
二
つ
活
用
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
開
催
と
同
様
に
、
卒
業
生
が
一
人
に
対
し
て
、
学

生
が
五
人
の
参
加
と
な
る
よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。
卒
業
学
群
や

学
生
時
代
の
取
り
組
み
、
勤
務
企
業
の
業
界
や
仕
事
内
容
な
ど
卒

業
生
の
情
報
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
、
学
生
に
話
し
を
聞
い
て
み
た
い

卒
業
生
へ
の
事
前
予
約
を
取
っ
た
の
で
す
が
、
応
募
者
多
数
と
な

っ
た
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
五
人
以
上
参
加

で
き
る
よ
う
に
再
調
整
し
て
、
告
知
・
予
約
受
付
を
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
内
で

開
催
す
る
の
と
は
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
側
の
特
徴
と
し
て
は
、
参
加
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
ま

し
た
。
前
年
の
開
催
は
、
大
学
内
で
の
実
施
だ
っ
た
の
で
、
筑
波

ま
で
来
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
移
動
の
時
間
が
か
か
る

こ
と
や
仕
事
の
調
整
な
ど
が
必
要
で
し
た
。
今
回
は
、
東
京
以
外

の
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
か
ら
の
参
加
者
も
増
え
、
非
常
に
多

様
な
卒
業
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
企
業
の
方
以
外
に
公

務
員
の
方
、
教
員
の
方
と
い
っ
た
よ
う
に
、
学
生
に
様
々
な
キ
ャ

リ
ア
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。

学
生
側
の
特
徴
と
し
て
は
、
気
軽
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
参
加
学
生
数
が
急
増
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
あ

れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
が
で
き
ま
す
。
ま
た
授
業
の
合
間

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
間
時
間
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

卒
業
生
も
学
生
も
服
装
は
普
段
着
。
そ
の
た
め
肩
肘
張
る
こ
と
な

く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
交
流
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
学
年
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め
る
こ
と
に

な
る
、
大
学
三
年
生
や
大
学
院
一
年
生
が
多
く
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
、
大
学
一
年
生
で
し
た
。
大
学
入
学

後
、
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
学
生
生
活
お
よ
び
、
大
学
卒

業
後
に
つ
い
て
興
味
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
。

大
学
生
活
を
す
る
中
で
社
会
を
知
り
、
仕
事
や
働
き
方
を
知
る

機
会
が
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
大
学
生
活
に
も
大
き
な
影
響
に
な

る
と
感
じ
ま
す
。

五
日
間
で
卒
業
生
が
三
〇
名
、
学
生
が
一
五
二
名
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
学
生
一
名
当
た
り
、
二
・
四
名
の
卒
業
生
の
話
を
聞

い
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
の
参
加
者
満
足
度
は
九
四
％
。
ほ
ぼ
全
員
が
次
回
も
参
加

し
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
参
加
学
生
の
感
想
を
ご
紹

介
し
ま
す
。


個
人
的
に
就
活
と
い
う
と
、
腰
が
重
く
て
、
不
安
と
恐
怖
し

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
の
お
話
を

聞
い
て
、
か
な
り
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
に
よ
っ

て
、
話
す
内
容
や
雰
囲
気
が
ま
る
で
異
な
っ
て
い
て
、
お
人

柄
や
社
風
な
の
か
な
と
…
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。


筑
波
大
っ
て
い
う
だ
け
で
こ
ん
な
お
言
葉
を
頂
け
る
の
か
と
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
得
た
情
報
そ
し
て
出
会
い
を
、
必

ず
、
次
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


二
回
参
加
し
た
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
新
し
い
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
い
う
こ
と
で
他
の
説
明
会
や

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
よ
り
も
突
っ
込
ん
だ
質
問
も
し
や
す
か
っ

た
点
、
一
回
一
時
間
で
前
回
の
質
問
会
よ
り
も
多
く
の
こ
と

が
聞
け
た
点
、
様
々
な
経
歴
の
方
の
お
話
が
聞
け
た
点
な
ど
、

と
て
も
良
か
っ
た
で
す
！


キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ
に
は
何
度
か
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
都
度
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
の
様
々
な
お
話
を
聞
け
る
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。


大
学
に
入
学
し
、
将
来
の
方
向
性
に
悩
ん
で
い
た
中
、
実
際

に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
が
ど
の
よ
う
に
進
路
を
選
択
さ
れ
た
か

わ
か
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
大
学
時
代
や
社
会
人
の

経
験
・
体
験
を
現
役
の
学
生
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
学
生
が
待
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
に
伝
え
る
中
で
、
改
め
て
自
分
自
身
や

働
く
こ
と
、
仕
事
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
振
り
返
る
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
同
窓
生
の
取
り
組
み
や
活
躍
に
も
刺
激
を
受
け
ま
す
。

次
回
、
第
四
回
目
は
二
〇
二
〇
年
十
一
月
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
あ
り
ま
し
た
ら
茗
渓
会
ま
で
連
絡
く

だ
さ
い
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

※
こ
の
取
り
組
み
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
事
に
な

り
ま
し
た
。⽛
筑
波
大
学

キ
ャ
リ
ア
カ
フ
ェ

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
オ
ン
ラ
イ
ン
⽜
で
検
索
い
た
だ
く
と
記
事
が
見
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日
、
10
日
の
⚓
日
で
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
準
備
と
し
て
、

各
自
治
体
の
受
験
科
目
が
定

ま
る
⚔
月
に
募
集
要
項
を
茗

渓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
と
と
も
に
大
学
に
も

依
頼
し
て
開
催
の
準
備
を
整

え
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
大
学
の
授
業
が
⚘

月
⚗
日
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
茨
城
県
、
千
葉
県
向

け
の
研
修
を
⚘
月
⚘
日
、
⚙

日
に
筑
波
大
学
大
学
会
館
で
、

神
奈
川
県
、
東
京
都
、
埼
玉

県
向
け
の
研
修
を
⚘
月
⚙
日
、

10
日
に
茗
渓
会
館
で
、
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
対
策
を
整
え

て
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
応
募
者
は
、
卒
業
生
（
教

員
）
⚒
名
、
大
学
院
13

名
、
学
生
13
名
で
し
た

が
学
外
か
ら
の
応
募
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

希
望
自
治
体
は
、
山
形

県
⚑
名
、
福
島
県
⚑
名
、

栃
木
県
⚑
名
、
茨
城
県

11
名
、
埼
玉
県
⚒
名
、

千
葉
県
⚓
名
、
東
京
都

⚕
名
、
神
奈
川
県
⚓
名
、

静
岡
県
⚑
名
（
う
ち
重

複
参
加
⚑
名
）
と
多
岐

に
わ
た
り
、
昨
年
の
第

⚑
回
研
修
会
の
参
加
者

18
名
に
比
べ
て
大
幅
に

増
加
し
ま
し
た
。
な
お
、

参
加
28
名
の
う
ち
、
25

名
が
茗
渓
会
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
大
学
会
館

◆
第
2
回
教
職
2
次
試
験
対
策
研
修
会

こ
れ
ま
で
、
教
育
現
場
で
は
、
先
輩
、
後
輩
や
同
期
の
、
い
わ

ば
縦
と
横
の
絆
が
強
固
と
し
て
あ
り
、
互
い
に
叱
咤
激
励
、
切
磋

琢
磨
し
あ
う
気
風
を
も
と
に
、
わ
が
国
の
教
育
界
を
リ
ー
ド
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ
る
実
績
を
も
っ
て
、
今
後
と
も
有
為
な

教
員
を
育
て
支
援
す
る
体
勢
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

茗
渓
会
で
は
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
職
課

程
研
修
会
に
加
え
て
、
教
職
⚒
次
試
験
対
策
研
修
会
を
本
格
実
施

し
て
い
ま
す
。
教
職
受
験
者
の
大
半
を
占
め
る
神
奈
川
、
東
京
、

千
葉
、
埼
玉
、
東
京
の
各
茗
渓
会
が
協
力
し
て
、
同
じ
時
期
に
同

じ
会
場
で
指
導
助
言
を
す
る
合
同
開
催
方
式
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
会
場
を
筑
波
大
学
大
学
会
館
、
茗
渓
会
館
で
、
そ
の

自
治
体
が
課
す
個
人
面
談
、
集
団
討
論
、
小
論
文
な
ど
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

今
年
度
の
教
職
⚒
次
試
験
対
策
研
修
会
は
、
原
則
と
し
て
⚑
次

試
験
を
合
格
し
た
学
生
・
修
了
生
を
対
象
に
し
て
⚘
月
⚘
日
、
⚙

で
は
、
茨
城
県
向
け
は
⚘
月
⚘
日
は
⚖
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加

者
は
開
始
定
刻
の
10
時
ま
で
受
付
に
試
験
対
応
を
考
え
た
き
ち
ん

と
し
た
身
な
り
で
集
ま
り
全
員
登
録
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
教
職
研

修
部
会
の
委
員
で
も
あ
る
武
井
先
生
が
講
師
に
な
り
、
午
前
中
は

自
己
紹
介
に
続
い
て
集
団
討
論
、
午
後
は
小
論
文
の
指
導
と
個
人

面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。
集
団
討
論
は
、
講
師
の
先
生
が
課
題
を

示
し
司
会
な
し
で
意
見
を
交
換
し
あ
い
最
後
に
講
師
の
先
生
が
講

評
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
意
見
の
出
し
方
な
ど
が
得
が

た
い
体
験
に
な
っ
た
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
個
人
面
談
は
、

入
室
か
ら
退
室
ま
で
他
の
参
加
者
が
見
守
る
中
で
行
わ
れ
、
他
の

参
加
者
の
話
し
方
や
し
ぐ
さ
な
ど
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で

し
た
。
小
論
文
の
指
導
は
、
武
井
先
生
か
ら
、
小
論
文
の
書
き
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
茨
城
県
の
過
去
の
課
題
に
つ

い
て
50
分
800
字
で
書
き
、
武
井
秀
一
先
生
が
そ
れ
を
添
削
し
参
加

者
に
郵
送
し
ま
し
た
。
⚘
月
⚙
日
は
茨
城
県
向
け
は
⚙
名
の
参
加

者
が
あ
り
、
青
砥
武
夫
先
生
が
講
師
と
な
っ
て
前
日
と
同
様
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
向
け
は
⚓
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
百
瀬
明
宏
先
生
（
本
会
理
事
千
葉
茗
渓
会
会
長
）
を
講

師
と
し
て
、
午
前
中
は
個
人
面
接
を
行
い
、
午
後
に
模
擬
授
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
両
者
と
も
他
の
参
加
者
の
評
価
を
す
る
こ
と
で

自
分
の
経
験
が
豊
か
に
な
っ
た
と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

茗
渓
会
館
で
は
、
⚘
月
⚙
日
に
神
奈
川
県
と
埼
玉
県
向
け
に
そ

れ
ぞ
れ
⚓
名
、
⚒
名
の
参
加
者
で
矢
野
正
人
先
生
（
本
会
常
務
理

事
）、
春
山
賢
男
先
生
（
本
会
理
事
）
を
講
師
と
し
て
、
午
前
中
は

合
同
で
集
団
討
論
と
個
人
面
談
を
、
午
後
は
神
奈
川
県
向
け
に
個

人
面
談
と
模
擬
授
業
を
、
埼
玉
県
向
け
に
小
論
文
指
導
を
行
い
ま

し
た
。
多
く
の
参
加
者
は
集
団
討
論
の
体
験
が
な
く
、
こ
の
研
修

で
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
京
都
向
け
の
研
修
は
⚘
月
⚙
日
に
参
加
者
⚖
名
、
高
橋
基
之

先
生
（
本
会
理
事
・
東
京
茗
渓
会
会
長
）、
徳
田
安
伸
先
生
（
東
京

茗
渓
会
事
務
局
長
）
を
講
師
と
し
て
、
午
前
は
個
人
面
接
、
午
後

は
集
団
討
論
と
⚒
回
目
の
個
人
面
接
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
か
ら
は
、
挨
拶
や
講
評
の
と
き
な
ど
に
⽛
各
自

治
体
は
こ
れ
か
ら

の
教
育
を
担
う
人

材
を
求
め
て
お
り
、

⚒
次
試
験
を
受
け

る
筑
波
大
生
に
は

特
に
期
待
が
大
き

い
⽜
と
い
う
よ
う

な
激
励
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
受

講
生
か
ら
は
、
⚒

次
試
験
ま
で
と
に

か
く
頑
張
り
た
い

と
い
う
感
想
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

大
多
数
の
受
講
生

が
会
員
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
後

も
彼
ら
を
見
守
り

育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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◆
追
悼
の
つ
ど
い

⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
で
は
、
過
去
一
年
間
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
の

ご
遺
族
が
一
堂
に
会
し
、
故
人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
ご
遺
族
の
ご

繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
例
年
行
わ
れ
て

い
る
⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
を

記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
、

学
生
が
参
列
す
る
機
会
を
初

め
て
設
け
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
同
様
の
企

画
を
実
施
す
る
予
定
で
し
た

が
、⽛
三
密
⽜
の
解
消
が
で
き

そ
う
に
な
く
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
し
、
来
年
度
、
今
年

度
分
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
物
故
者
名
簿
の
整

理
を
記
念
事
業
の
重
要
な
事

業
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
事
業
の
概
要
と
進
捗
状

況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▲2019年度追悼のつどいで追悼の辞を読み上げる
江田理事長

物
故
者
名
簿
の
整
理

茗
渓
会
で
は
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
ご
遺
族
か
ら
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
、
お
名
前
、
逝
去
年
・
月
を
記
載
し
た
物
故
者
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

明
治
十
七
年
か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
の
逝
去
会
員
の
お
名
前
は
、

筆
で
記
し
、
箱
に
収
め
て
あ
り
ま
す
。

記
念
事
業
と
し
ま
し
て
、
平
成
十
八
年
以
降
の
名
簿
を
デ
ー
タ

化
し
、
印
刷
・
製
本
す
る
予
定
で
す
。

追
悼
の
つ
ど
い
に
お
い
て
過
去
一
年
間
の
逝
去
会
員
の
ご
遺
影

を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
明
治
十
七
年
か
ら
約
一
万
六
千
名
の
お
名

前
を
記
載
し
た
名
簿
を
供
え
、
献
花
を
行
い
、
諸
先
輩
方
の
ご
遺

徳
を
偲
び
ま
す
。

◆
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
の
編
纂

記
念
事
業
の
テ
ー
マ
と
し
て
、⽛
伝
承
と
創
造

そ
の
実
現
を

目
指
し
て
⽜
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⽝
茗
渓
創
基
150
年
記
念
誌
(仮
称
)⽞
の
編
纂
は
、
諸
先
輩
の
事
績

を
辿
る
こ
と
で
茗
渓
の
流
れ
を
見
定
め
、
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え

る
茗
渓
人
と
し
て
な
に
を
な
す
べ
き
か
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
考

え
る
た
め
の
道
標
を
提
供
す
る
作
業
と
も
い
え
ま
す
。

真
田
久
編
纂
委
員
（
本
部
理
事
、
筑
波
大
学
教
授
）
を
中
心
に
、

編
纂
作
業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

以
下
、
装
丁
や
目
次
等
の
概
略
を
紹
介
し
、
進
捗
状
況
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⑴
装
丁
(予
定
)
Ｂ
⚕
判

全
体
で
600
～
650
頁

⑵
方
針
⽛
百
年
史
⽜
以
降
を
中
心
に
編
纂
す
る
。

⑶
目
次
(予
定
)

第
一
章

師
範
学
校
～
高
等
師
範
学
校

30
頁

第
二
章

東
京
高
等
師
範
学
校
～
東
京
文
理
科
大
学

30
頁

第
三
章

東
京
教
育
大
学

40
頁

第
四
章

筑
波
大
学

150
頁

第
五
章

支
部
（
地
域
組
織
等
）
の
歩
み

200
頁

第
六
章

茗
渓
会
と
社
会

100
頁

第
七
章

資
料

30
頁

⑷
特
別
企
画
(案
)

•⽛
茗
渓
会
の
先
達
の
足
跡
を
た
た
え
る
⽜
な
ど
検
討
中
。

以
上
が
記
念
誌
の
構
成
の
概
略
で
す
。

現
在
、
第
五
章
⽛
各
地
域
組
織
等
の
歩
み
と
そ
の
発
展
に
尽
く

し
た
人
々
(平
成
の
レ
ビ
ュ
ー
)⽜
の
編
集
作
業
に
入
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
稿
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
定
時
総
会
で
各
地
域
に
執
筆

依
頼
を
し
ま
し
た
が
、
各
地
区
の
ご
協
力
を
得
て
、
す
で
に
全
地

域
か
ら
原
稿
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

作
業
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
例
え
ば
、⽛
で
す
⽜⽛
で
あ
る
⽜
調
、

敬
称
の
有
無
、
学
部
学
科
、
学
類
等
の
表
記
、
卒
年
表
記
な
ど
、

あ
る
程
度
の
統
一
感
を
持
た
せ
る
た
め
の
検
討
と
調
整
作
業
か
ら

始
め
、
ペ
ー
ジ
数
の
調
整
の
相
談
、
写
真
や
資
料
提
供
の
依
頼
な

ど
を
各
地
域
と
や
り
と
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
メ
ー
ル
や
電

話
に
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲矢野常務理事と追悼のつどいに参加した学生

明治17年から昭和19年までの物故者名簿
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記念基金のこと

茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
の
趣
旨
と
拠
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

正
月
号
と
春
号
で
お
伝
え
し
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
下
で
世
の
中
が
息
を
潜
め
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
同
窓
や
筑
波
大
学
生
の
苦
境
を
耳
に
す
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
状
況
は
続
く
で
し

ょ
う
し
、
経
済
・
社
会
・
文
化
と
い
っ
た
広
範
な
領
域
に
後
遺
症

と
し
て
深
く
長
く
残
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

思
え
ば
、
百
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
の
只

中
、
茗
渓
の
諸
先
輩
方
は
、
意
気
軒
高
を
貫
き
、
茗
渓
の
絆
を
も

と
に
支
え
あ
い
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
問
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

⽛
私
た
ち
茗
渓
人
は
、
そ
の
築
か
れ
た
足
跡
を
次
の
時
代
に
伝

え
る
と
と
も
に
、
新
た
な
発
展
を
す
べ
き
使
命
が
あ
り
ま
す
⽜（
江

田
理
事
長
）
と
い
う
心
得
を
も
と
に
、⽛
伝
承
と
創
造

そ
の
実
現

を
目
指
し
て
⽜⽝
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽞
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
有
効
な
基
金
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
趣
旨
ご
理
解
の
上
、
今
現
在
の
支
援
の
み
な
ら
ず
未
来

に
希
望
を
馳
せ
る
同
窓
へ
の
基
金
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
現
在
で
、
ご
案
内
の
出
資
数
と
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
十
全
な
基
金
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
趣

旨
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
春
号
で
、
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
を
特
集

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
記
念
基
金
に
つ
き
ま
し
て
、
多
く

の
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q1
寄
付
の
募
集
期
間
は
？

令
和
元
年
か
ら
茗
渓
創
基
150
年
目
の
年
（
令
和
⚔
年
）
ま
で
。

⚔
年
間
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q2
寄
付
の
申
込
み
は
一
回
き
り
で
す
か
？

何
回
で
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
は
⚔
年
間
で
す
か
ら
、

ど
の
時
点
か
ら
で
も
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
事
務
局
は
、

ご
寄
付
の
名
寄
せ
台
帳
を
作
成
し
管
理
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

複
数
回
の
ご
寄
付
で
も
、
毎
回
の
ご
寄
付
が
一
定
額
で
な
く
て

も
、
累
積
額
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

Q3
寄
付
の
申
込
の
仕
方
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。

•
事
務
局
に
ご
請
求
下
さ
い
。
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

•
季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
送
付
時
に
申
込
み
用
紙
を
同
封
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Q4
自
分
の
寄
付
総
額
を
確
認
す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

最
近
は
、⽛
い
く
ら
寄
付
し
て
い
る
か
？
⽜
と
、
ご
自
身
の
寄

付
総
額
を
お
問
い
合
わ
せ
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ご
遠
慮
な
く
、
茗
渓
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
都
度
、
お
応
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q5
寄
付
の
限
度
額
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

⽛
八
口
以
上
は
寄
付
で
き
な
い
の
か
？
⽜
と
い
う
お
問
い
合

わ
せ
を
多
々
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
ご
寄
付
金
額
は
、

五
〇
〇
〇
円
を
一
口
と
し
て
八
口
を
基
本
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
目
安
と
お
考
え
下
さ
い
。
そ
れ
を
上
回
る
ご
寄

付
も
あ
り
が
た
く
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
寄
付
者
顕
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
記
念
誌
へ
の
掲
載
、

高
額
寄
付
者
に
つ
き
ま
し
て
は
茗
渓
会
館
内
の
名
入
り
プ
レ
ー

ト
の
掲
示
を
検
討
中
で
す
。

Q6
申
込
み
と
寄
付
金
支
払
い
を
同
時
に
で
き
ま
せ
ん
か
？

支
払
い
に
、
現
金
渡
し
、
振
込
み
、
引
落
し
、
払
込
み
、
カ

ー
ド
払
い
が
あ
り
ま
す
が
、
事
故
回
避
の
た
め
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
等
の
口
座
へ
の
振
込
み
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
氏
名
漏
れ
や
姓
だ
け
の
も
の
が
あ
り
、
寄
付
者

の
特
定
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
折
角
の
寄
付
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
回
避
す
べ
く
、
事
前
に
申
込
用
紙
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
趣
旨
ご
理
解
の
上
、
申
込
用
紙
に
は
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
等
を
必
ず
ご
記
入
願
い
ま
す
。
確
認

の
た
め
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Q7
⽛
茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
⽜
と
⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜

の
違
い
や
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

茗
渓
創
基
150
年
記
念
基
金
（
以
下
⽛
記
念
基
金
⽜
と
略
）
は
、

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
（
以
下
⽛
記
念
事
業
⽜
と
略
）
全
体

の
資
金
と
お
考
え
下
さ
い
。
季
刊
誌
上
で
特
集
し
て
い
ま
す
よ

う
に
、
記
念
事
業
は
占
春
園
再
生
事
業
な
ど
の
先
行
実
施
を
含

め
多
岐
に
及
ん
で
い
ま
す
。
記
念
基
金
の
目
標
額
は
一
億
円
と

し
て
い
ま
す
。

＊⚑名以上の地域を表記

各県の寄付者数
2020/1/6 現在

◎寄付申込額 12ó727ó264円 (8ó945ó000円)

◎寄付申込者 725名 (568名)

•平均寄付額 17ó555円 (15ó749円)
(2020/7/31現在、枠内は2020/3/25のもの)

地 域 寄付者数
北 海 道 10
青 森 1
秋 田 5
岩 手 7
山 形 5
宮 城 7
福 島 7
群 馬 13
栃 木 10
茨 城 95
埼 玉 43
千 葉 39
東 京 153
神 奈 川 126
山 梨 10
新 潟 12
長 野 13
富 山 8
福 井 3
静 岡 16
愛 知 28
大 阪 16
三 重 4
岐 阜 4
京 都 8
奈 良 4
和 歌 山 2
兵 庫 14
広 島 6
山 口 3
徳 島 6
愛 媛 5
石 川 3
香 川 6
大 分 1
熊 本 6
佐 賀 3
福 岡 7
鹿 児 島 3
宮 崎 2
沖 縄 3
鳥 取 2
岡 山 1
長 崎 1
島 根 1
滋 賀 1
高 知 1
体育専門 1
合 計 725
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他
方
、⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
は
、
記
念
基
金
の
一
部

（
五
千
万
円
規
模
を
想
定
）
で
す
。⽛
茗
渓
：
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜

は
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
筑
波
大
学
在
学
生
や
茗
渓
会

員
へ
の
直
接
的
な
支
援
を
目
的
と
し
た
基
金
と
お
考
え
下
さ

い
。

 

 























































•
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
の
贈
呈

今
年
、
寄
付
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
第
96

回
箱
根
駅
伝
の
応
援
で
使
用
し
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
一
式
を
返
礼
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
送
付
時

の
大
き
さ
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
(下
の
写
真
)ほ
ど

の
大
き
さ
で
す
。

な
お
、
ご
寄
付
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
ご
入
金

さ
れ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
下
段
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
確
認
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

内容
⑴原資は、茗渓創基150年記念寄付金の一部とします。
⑵基金の単年度額を約5,000万円とします。
⑶基金の基本姿勢を⽛新たな挑戦への助成⽜とし、対象を少
数に絞り込み、手厚い支援を展開します。

⑷申請者は、スポーツ、学業、社会貢献などの領域で挑戦す
る茗渓会員（学生、OB・OG）とします。

⑸選考は、学生等の意見を取入れながら実施します。

伝承と創造 その実現をめざして
明治5年、東京お茶の水昌平黌跡に創設されたわが国初の高等教育機関師範
学校にわが先輩たちが集ったのが、茗溪の創基とされています。
私たち茗渓人は、その築かれた足跡を次の時代に伝えると共に新たな発展を
すべき使命があります。
ここに、茗渓創基150年記念事業を展開するに当り、基金を設立して意義ある
記念事業の実現を希求するものであります。 理事長 江田昌佑

逢
沢

勝
美

相
沢

利
一

相
澤

秀
樹

相
澤
富
司
夫

相
曽

貴
志

會
田

芳
光

阿
江

通
良

阿
江
美
恵
子

青
田

雅
樹

青
山

和
義

赤
川

彰
彦

縣

和
彦

安
形
冨
美
利

赤
羽

勝
雄

赤
羽

喜
平

赤
星

隆
弘

赤
堀

正
宜

秋
田

武

秋
元

宏
明

穐
吉

修

阿
久
津
祐
一

浅
島

誠

浅
野

裕

浅
野
由
紀
雄

浅
見

髙
明

東

勇
介

安
達

實
穂

安
孫
子
友
行

綾
尾

愼
治

新
井

敦
史

新
井

好
久

新
井

達
郎

蟻
川

明
男

有
澤

弘
一

安
ヶ
平

浩

安
藤

彬

飯
島

睦
子

飯
田

仁

飯
塚

正

飯
塚

良
成

五
十
嵐
耕
一

五
十
嵐

純

池
嶋

聖
也

池
田

悦
子

池
田

靖
光

石
井

隆
文

石
井

菜
緒

石
井

令
子

石
川

旦

石
川

博
子

石
嶋

静
一

石
橋
憲
二
郎

石
橋

理
道

石
原
麻
理
恵

石
渕

彰
秀

石
山

広
信

石
山
倫
多
郎

板
垣

正
人

市
川

敏
美

市
川

実

市
橋

功

市
村

一
司

市
村

博

射
手
矢

岬

伊
藤

静
夫

伊
藤

哲
郎

井
戸
賀
和
美

稲
見

和
子

井
上

聡

井
上

琢
磨

井
口

武
雄

今
永

巌

今
福

成
徳

伊
與
田
康
雄

岩
城

明

岩
田

寿
郎

岩
渕

房
夫

上
野

将
玄

上
原

一
明

鵜
沢

力

氏
原

悦
子

氏
平

佑
希

内
田

幸
男

内
山

治
樹

梅
津

郁
朗

江
田

昌
佑

衛
藤

昂

絵
野
澤
和
彦

榎
本
喜
美
夫

榎
本

里
志

榎
本

康
司

遠
藤

将
光

大
石

悦
子

大
石

進

大
石

英
幸

大
金

祐
介

大
川

豊

大
久
保
利
宏

大
河
内
信
之

大
下

専
一

大
島

雅
夫

大
嶋

康
裕

大
谷

光
昭

大
塚

喜
英

大
槻

文
彦

大
西

徹

大
野

敬
明

大
野

信
一

大
畑
多
津
雄

大
浜
あ
つ
子

大
原

倫
彦

大
峰

悠
也

大
村

武
史

大
山

康
彦

岡
崎

一
雄

岡
﨑

克
美

岡
崎

充
芳

岡
本

裕
之

小
川

克
正

小
川

敬
一

小
川

佳
実

小
川

英
行

荻
原
甚
三
郎

奥
野

員
敏

奥
村

彰
悟

奥
山

訓
近

小
倉

泰
子

尾
崎

貞
香

尾
崎

正
仁

長
田

義
人

小
関

直

小
関

洋
治

小
田
嶋
信
也

落

信
久

女
屋

博
昭

小
野

清
子

小
野

喬

小
原

孝
男

小
原

史
明

小
原

正
隆

折
笠

常
弘

角
井

博

笠
原

成
元

片
岡

博

勝
田

茂

桂
本

尚
樹

加
藤

信
哉

加
藤

弘
樹

加
藤

裕

門
脇

厚
司

金
子
伊
津
代

金
子

清
美

金
子
十
美
代

金
子

信
男

加
納

雅
夫

鏑
木

功

加
部

雅
之

上
條
英
一
郎

神
村

幸
蔵

榧
根

勇

萱
原

昌
二

河
合

明
博

河
合

孝
広

河
合

学

川
上

純

河
岸

敏
郎

河
岸

博
子

川
口

浩
一

川
島

輝
雄

川
田

孝
一

川
又

章

河
村

和
夫

川
村

泰
史

河
本

武

川
本

太
郎

岸
本

弘
子

北

克
則

北
澤

茂
夫

北
之
迫

洋

北
橋

秀
夫

木
南

景
子

木
村

香
住

清
田

安
孝

清
宮

誠

桐
生

習
作

久
下

恭
功

日
下
部
公
昭

國
谷

俊
之

久
保
野
雅
史

熊
谷

直
之

黒
澤

尋

桑
原

保
雄

郡
司

丈
児

鈴
木

等(故
人
)

小
池

菊
子

小
泉

順
子

小
泉

淑
子

香
西

新
五

合
田

浩
之

嶽
間
澤
昌
泰

小
島

和
雄

小
嶋

五
郎

越
山

彰

古
瀬

範
雄

小
玉

芳
敬

後
藤

恒
顕

後
藤

幸
生

小
畠

正
徳

小
林
か
な
こ

小
林

彗
歩

小
林

正
之

駒
ヶ
嶺
正
芳

小
松

昭
夫

小
松
原
哲
郎

小
室

正
善

小
宅

誠

小
山

浩

今

春
敏

近
藤

勇

近
藤

暘
司

齋
藤

英
一

齋
藤

健
司

齋
藤

隆

齋
藤

俊
希

斎
藤

興
哉

斉
藤

昇

斎
藤

正
晴

齋
藤

裕
一

三
枝

清
一

坂

佳
奈
子

酒
井

勝
隆

酒
井

均

酒
井

政
美

榊
原

武
雄

坂
根

和
志

坂
本

一

坂
本

弘

﨑
山

万
平

佐
々
木
武
人

佐
竹

眞
義

佐
藤

功

佐
藤

旨
位

佐
藤

邦
彦

佐
藤

忍

佐
藤

千
春

佐
藤

智
美

佐
藤

成
明

佐
藤

有

真
田

久

佐
貫

武
一

猿
橋

薫

澤
村

省
逸

塩
川

昌
宏

四
家

武
彦

重
藤

辰
治

篠
原

昭
雄

柴

是
行

柴
川

明
子

柴
田
恵
美
子

柴
田

淳

渋
沢

仁
司

島
田

和
生

島
田

三
男

島
谷

弘
幸

清
水

保
善

下
山
田
芳
子

庄
司
佳
帆
里

荘
司

隆
一

白
井

護

白
田

佳
子

進
邦

睦
夫

菅
野

光
裕

杉
原

安

杉
山

昭
彦

杉
山

浩
一

須
郷

榮
司

鈴
木

英
全

鈴
木

一
弘

鈴
木

章
方

鈴
木

泰
全

鈴
木

英
雄

鈴
木

勇
作

鈴
木

陸
男

炭
竈

建
夫

瀬
尾

文
昌

関
口

和
敏

関
谷

晴
隆

瀬
藤

康
夫

仙
波

操

染
谷

宣
弘

染
谷

信
洋

髙
井

将
行

高
岡

正
幸

髙
﨑

修

茗溪創基150年 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2020年７月31日現在
※ご寄付いただきました方の中で、掲載をご希望されない方を除いています。（ご協力者人数 679名)

髙
田

和
夫

髙
田

博
志

髙
津
戸
哲
也

髙
梨

民
雄

髙
根

信
明

高
野

貫
行

鷹
野

誠
三

髙
野

惣
一

髙
野
大
二
郎

髙
野
だ
い
わ

高
野

力

髙
橋

明
子

髙
橋

克
俊

高
橋

建
志

高
橋

繁

髙
橋

修
治

髙
橋

巴

高
橋

信
雄

髙
橋

誠

高
林

豊
人

髙
松

薫

髙
森

秀
蔵

武
井

崔
良

武
井

秀
一

武
内
あ
や
子

武
田

和
正

竹
村

克
己

竹
村

恭
一

多
湖

実
松

田
澤

直
人

田
澤

直
人

田
瀬

則
雄

多
田

英
俊

多
田

宏
司

田
近

広
生

建
部

淳

立
山

雅
博

田
中

修

田
中

正
造

田
中

新

田
中

信
一

田
中

誠
一

田
中

千
穂

田
中

紀
彦

田
中

秀
夫

田
中

實

田
中

睦
夫

田
邊

敦
郎

谷
口

顕
房

田
畑

武
正

田
渕

哲

田
淵

英
樹

玉
井

済
夫

田
村

正
義

知
念

孝

千
葉

徹

塚
越

克
己

土
屋

道
生

露
木

廸
孟

靏
間

満
生

出
張

吉
訓

寺
澤

昌
子

寺
澤

優

寺
田

光
孝

寺
中

平
治

寺
本

新
輔

土
肥

篤
史

土
井

春
夫

戸
井
田
克
己

徳
永

澄
憲

土
﨑
祐
一
郎

戸
田

正
久

杤
堀

申
二

友
野

武
男

鳥
居

吉
二

直
井

誠

永
井

邦
治

中
川

昭

長
坂

邦
彦

仲
沢

市
夫

中
澤

斉

中
澤

利
幸

永
澤

正
好

永
島

惇
正

長
瀬

和
雄

長
瀬

要
石

永
田

公
子

長
野

武
夫

中
村

穎
司

中
村
伸
一
郎

中
村

正
賢

中
村

文
武

中
村

幹
夫

中
村

優
哉

中
森

由
美

中
山

家
久

中
山

貞
夫

中
山

守

中
山

雄
一

梨
本

雄
三

鍋
島

一
仁

生
井

榮
一

奈
良

昭
男

難
波

龍
也

(㈱
な
ん
ば
技
研
)

西
上

勝
博

西
川

綾
子

錦
織

雅
道

西
田

靖

西
原

大
輔

西
村

重
郎

西
脇

保
幸

沼
田

治

沼
野

邦
彦

根
市

均

根
立

俊
樹

根
本

乾
一

野
口

道
子

野
澤

久
人

野
沢

豊

野
島

浩
司

野
中

祥
敬

野
々
村

博

野
村

良
和

萩
倉

亨

萩
庭

勝
之

萩
原

昌
明

橋
本

直
美

長
谷
川
聖
修

長
谷
川
洋
行

秦

恵
美
子

八
ッ
田
利
幸

花
實

龍
堂

羽
石

昌
信

馬
場

公
光

濱

照
長

濱
田

浩
嗣

浜
名

恵
美

早
川

源
一

林

忠

原

誠
五

原

正

原

美
子

原
田

隆
康

春
山

賢
男

東

信
彦

樋
川

治

樋
口

尚
文

日
髙

武
雄

日
髙

宏

日
比
野
文
一

平
賀

徹

平
下

賢
治

平
田

治

平
田

章
一

平
田

四
郎

平
本

幸
三

蛭
田

政
弘

廣
川
雄
一
郎

廣
田

法
秋

福
岡

一
雄

(福
岡
経
営
労
務
事

務
所
)

福
島

荘
二

福
田

正
義

福
本

昇

藤
井

英
嘉

藤
江

美
奈

藤
田

弘
美

藤
田

治
幸

藤
本

愛
子

藤
本

昌
男

藤
本

嘉
彦

藤
原

一
宏

藤
原

邦
有

船
越

三
鶴

古
戸

完

北
條

宏

星

勉

堀
田

雅
男

本
田

保
喜

本
名

俊
正

前
田

茂
雅

前
田

嘉
昭

前
畑

幸
成

前
原

泰
弘

巻
山

圭
一

真
砂

芳
夫

増
井

洋
介

増
田

力

増
田

知
幸

升
山

義
弘

松
井

恭

松
井

康
成

松
尾

和
彦

松
坂

浩
一

松
田

和
典

松
田

敬
志

松
村

光
輝

松
本

正
人

丸
岡

文
雄

三
澤

義
一

三
島

次
郎

水
城

忠
明

水
嶋

克
義

水
野

雅
章

溝
口

繁
美

御
園

敦

三
田
健
二
郎

湊

勉
(旧
姓
飯
村
)

南
山

直
輝

三
保

和
彦

宮
嶋

孝
也

宮
田

智
史

宮
田

智
史

宮
原

孝
雄

宮
本

功
一

宮
本

学

宮
本

佳
典

三
輪
華
江
子

(旧
姓
中
嶋
)

向
坂

嘉
一

村
上

直
子

村
上

芳
彦

村
杉

幸
子

村
瀬

欽
也

村
田

和
繁

村
田

茂

室
生

晃
年

馬
上

頌
子

持
丸

晴
久

茂
木

義
久

本
木

幹
雄

元
吉

正
典

百
瀬

明
宏

森

明
彦

森

敏
郎

森

正
信

森

吉
則

森
岡

裕
策

盛
田

邦
義

森
谷

峰
雄

守
橋

健
二

森
本

義
信

守
谷

昌
久

森
山

朝
正

諸
我
伊
左
緒

諸
澄

信
孝

安
田

恭
一

谷
中

隆

柳

久
美
子

矢
野
健
太
郎

矢
野

正
人

矢
部
榮
五
郎

山
岡

裕
一

山
岸

徳
治

山
口
松
太
郎

山
口

直
行

山
﨑

哲
彦

山
田

龍
也

山
田

将
之

山
本

栄
一

山
元

俊
一

山
本

眞
一

結
城

正
斉

湯
原

克
夫

弓
場

興
嗣

與
語

靖
洋

吉
江

森
男

吉
尾
健
太
郎

吉
澤

敏
武

吉
田

次
男

吉
田

泰
将

吉
村

剛

與
田

康
子

若
井
広
太
郎

若
菜

省
吾

若
林

一
民

若
本

尊
光

脇
田

健
治

和
家

寛
治

和
田

征
士

渡
邉

功

渡
辺

幸
次

渡
邉

悟

渡
部

聡

渡
辺

隆
明

渡
辺

久

渡
邉

渡

東
京
体
育
専
門

学
校
⚔
期
有
志

(五
十
音
順
･敬
称
略
)
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茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
て

カ
ー
ド
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
裏
面
に
茗
渓
創
基

150
年
記
念
ロ
ゴ
、
茗
渓
会
の
主
な
活
動
内
容
、
連
絡
先
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
閲
覧
の
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
自

由
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

•
カ
ー
ド
が
複
数
枚
必
要
な
方
は
、
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

•
カ
ー
ド
の
使
い
方
や
改
善
、
あ
る
い
は
内
容
追
加
が
あ
れ
ば

ご
提
案
く
だ
さ
い
。

◆
身
近
な
方
を
会
員
に
お
誘
い
願
い
ま
す

茗
渓
会
は
、
年
会
費
を
原
資
と
し
て
同
窓
会
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

厳
し
い
収
支
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
状
態
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
し
ば
ら
く
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。





































































ま
た
、
各
地
域
の
会
合
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
会

合
へ
の
参
加
が
き
っ
か
け
で
茗
渓
会
に
加
入
す
る
、
名
目
だ
け
の

会
員
だ
っ
た
方
が
年
会
費
を
納
め
始
め
る
、
こ
う
い
う
光
景
が

多
々
あ
り
ま
し
が
、
今
年
は
そ
の
機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
す
。

左
に
、
資
料
(注
)を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
年
会
費
納
入
者
は
⚓
千
人
ほ
ど
で
す
。
例
え
ば
、
こ
の

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜（
年
四
回
の
発
行
）
の
印
刷
・
製
本
と
郵
送
費
と

同
額
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
状
態
で
推
移
す
る
と
、
従
前

の
活
動
が
で
き
な
く
な
る
と
、
危
惧
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
総
会
員
数
は
五
万
五
千
人
ほ
ど
で
す
が
、
開
学
五
〇
年

を
迎
え
る
筑
波
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
だ
け
で
も
十
五
万
人
と
な
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
余
地
は
あ
り
ま
す
。
同
封
の
カ
ー
ド
を
⽛
勧
誘

カ
ー
ド
⽜
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
、
茗
渓
会
へ
の
お
誘
い
を
ぜ

ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
会
員
だ
け
で
な
く
、
会

費
を
納
入
さ
れ
て
な
い
会
員
の
方
々
に
も
お
声
か
け
願
い
ま
す
。

(注
)こ
の
資
料
は
、
過
去
10
年
間
の
定
時
総
会
で
提
出
さ
れ
た
⽛
会
員
登

録
状
況
⽜
と
⽛
年
度
別

会
費
納
入
状
況
⽜
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の

で
す
。

◆
年
会
費
の
カ
ー
ド
払
い
(カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と
し
)

を
お
願
い
し
ま
す

上
記
の
資
料
か
ら
興
味
深
い
事
実
が
見
え
て
き
ま
す
。

⑴
総
会
員
は
増
加
し
て
い
る
が
、
会
費
納
入
者
は
激
減
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
会
費
納
入
率
Ｂ
は
、
十
年
前
に
比
べ
て
⚑
╱

⚓
ほ

ど
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
正
会
員
（
過
去
⚓
年
間
に
会
費
を
納
入
し
た
こ
と
の
あ
る
会
員
、

い
わ
ゆ
る
⽛
甲
会
員
⽜）
の
会
費
納
入
率
Ａ
が
、
十
年
前
に
比
べ

て
半
減
し
て
い
る
。

正
会
員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
深
刻
と
い
え
ま
す
が
、
も
っ

と
深
刻
な
こ
と
は
、
正
会
員
が
年
会
費
を
納
入
し
な
く
な
っ
て
い

る
傾
向
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
因
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

十
年
以
上
前
は
、
各
地
域
の
会
合
の
受

付
で
、
参
加
費
と
と
も
に
年
会
費
を
支
払

う
光
景
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、

職
場
ご
と
に
担
当
が
い
て
集
金
し
て
回
る

と
い
う
慣
例
を
も
つ
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
地
域
独
自
の
集
金
シ
ス
テ
ム
が

機
能
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の

シ
ス
テ
ム
が
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

茗
渓
会
は
、
地
域
組
織
等
の
活
性
を
期

待
す
る
と
同
時
に
、
同
窓
へ
の
支
援
や
諸

活
動
を
十
全
に
展
開
す
る
た
め
に
、
財
政

の
増
強
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
に
年
会
費
の
納
入
を
促
す

こ
と
は
大
事
な
行
動
で
す
が
、
同
時
に
、

年
会
費
の
納
入
を
し
や
す
く
す
る
方
法
を

提
案
す
る
こ
と
、
納
入
の
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
こ
と
も
大
事
な
行
動
と
思
い
ま
す
。

過去10年間の会員数の推移と年会費納入状況

年度 納入率Ａ
b/a

納入率Ｂ
a/c

納入者数
a

正会員数
b

納入義務者数
c

総会員数
d

Ｒ⚑ 18õ3％ 6õ8％ 3ó162 17ó248 46ó299 55ó586
Ｈ30 28õ4％ 10õ5％ 4ó871 17ó129 46ó295 55ó630
Ｈ29 21õ3％ 9õ0％ 4ó185 19ó603 46ó253 55ó499
Ｈ28 25õ1％ 10õ7％ 4ó922 19ó611 46ó036 55ó685
Ｈ27 26õ8％ 11õ6％ 5ó334 19ó901 45ó857 55ó517
Ｈ26 26õ9％ 12õ3％ 5ó523 20ó520 44ó990 54ó630
Ｈ25 29õ3％ 13õ8％ 6ó158 21ó022 44ó753 54ó442
Ｈ24 35õ6％ 17õ5％ 7ó732 21ó708 44ó298 53ó904
Ｈ23 37õ4％ 18õ1％ 7ó826 20ó942 43ó323 52ó852
Ｈ22 37õ2％ 18õ8％ 8ó169 21ó968 43ó556 53ó070

ⅰ 総会員数 納入義務者数(正会員数 その他会員数) 完納者数
ⅱ 納入率Ａ 納入者数ａ/正会員数ｂ
ⅲ 納入率Ｂ 納入者数ａ/納入義務者数ｃ

茗渓
創基
150年

記念
事業
の成
功に
向け
て

★身
近の
方を
会員
にお
誘い
願い
ます

★年
会費
のカ
ード
払い
をお
願い
しま
す

茗茗茗茗茗茗茗渓渓渓渓渓渓渓
のののののののききききききき
ずずずずずずずななななななな

茗渓
のき
ずな
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★
年
会
費
の
カ
ー
ド
払
い
（
カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と
し
）

年
会
費
の
納
入
方
法
と
し
て
、
三
つ
の
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
多
く
の
方
は
、
季
刊
誌
に
同
封
さ
れ
た
⽛
払
い
込
み
用

紙
⽜
を
使
用
し
て
の
納
入
か
と
思
い
ま
す
。
郵
便
局
窓
口
ま
で
出

向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
面
倒
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
ご
自
身
の
銀
行
口
座
か
ら
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
茗
渓
会
口

座
）
へ
、
毎
回
、
ネ
ッ
ト
で
払
い
込
む
方
法
も
あ
り
ま
す
。
わ
ざ

わ
ざ
銀
行
に
足
を
運
ぶ
必
要
は
な
く
、
時
節
柄
有
効
と
は
思
い
ま

す
が
、
毎
回
、
送
金
の
た
め
の
操
作
が
必
要
で
す
し
、
別
途
手
数

料
も
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

第
三
の
方
法
と
し
て
、
カ
ー
ド
払
い
（
カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と

し
）
に
よ
る
年
会
費
の
納
入
を
お
考
え
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

手
数
料
不
要
で
す
し
、
登
録
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
後
、
自

動
で
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

会
費
納
入
の
た
め
に
外
出
す
る
こ
と
に
も
用
心
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
節
柄
で
す
。
以
下
に
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

同
封
の
申
込
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
お
手
続
き
を
お
進
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
お
手

持
ち
の
カ
ー
ド
を
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
種
類
を
用
意
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ロ
ー
（
年
会
費
完
納
者
）
の
方
々
も
、
同
様
の
手
続
き
を

お
取
り
い
た
だ
い
て
カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と
し
が
で
き
ま
す
。

 

 



















































































カ
ー
ド
自
動
引
き
落
と
し
の
手
続
き
を
新
規
に
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
以
下
の
優
待
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ご
優
待
】

茗
渓
創
基
一
五
〇
年
記
念
事

業
期
間
中
に
、
新
規
手
続
き
を

さ
れ
た
方
に
は
、
手
続
き
終
了

時
に
、
茗
渓
会
デ
ザ
イ
ン
の
ク

オ
カ
ー
ド
（
一
〇
〇
〇
円
分
）

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
年

会
費
還
元
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

茗渓クオカード

★
年
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
依
頼
書

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
夏
・
秋
合
併
号
に
、⽛
年
会
費
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
支
払
い
依
頼
書
⽜（
左
上
に
掲
載
）
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
使
用
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
お
申
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
用
紙
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
、
ご
送
付
く

だ
さ
い
。

★
会
費
の
払
込
方
法



台
湾
国
立
成
功
大
学
主
催
のC

O
VID
-19

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
永
田
学
長
が
参
加

⚔
月
21
日
、
永
田
恭
介
学
長
が
台
湾
国
立
成
功
大
学
主
催
、
台

湾
のM

inistry
of
Education

(M
O
E)

お
よ
びM

inistry
of

Science
and
T
echnology

(M
O
ST
)ó
Presidentsʟ

Forum
of
Southeast

and
South

A
sia
and

T
aiw
an
U
niversities

(SA
T
U
Presidentsʟ

Forum
）

共
催
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
、2020

N
CK
U
InternationalV

irtualForum
on

CO
V
ID
-19

に
参
加
し
ま
し
た
。

世
界
10
ヵ
国
の
大
学
、
研
究
機
関
の
代
表
、
政
府
関
係
者
、
医

療
関
係
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
ま
り
、CO

V
ID
-19

（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

⽛
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

東
南
ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
の
対
応
⽜
に
つ
い
て

東
南
ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
事
務
局
（
SEA
M
EO
Secre-

tariat）
主
催
の
⽛
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
東
南
ア

ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
の
対
応
⽜
の
一
環
で
⽛
Learning
and

M
obility
in
Lockdow
n⽜
と
題
し
て
⚕
月
⚗
日
に
開
催
さ
れ
た

ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
野
村
名
可
男
准
教
授
（
国
際
室
東

南
ア
ジ
ア
・
台
湾
地
域
責
任
者
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
機
構

国
際
交
流
支
援
部
門
長
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
対
す
る
本
学
を
含
む
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
対
応
、
学
生
支

援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

本
学
は
、
日
本
唯
一
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｏ
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
メ
ン

バ
ー
で
す
。

今
回
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
は
約
⚖
、⚐
⚐
⚐
名
の
東
南
ア
ジ
ア

地
域
の
高
等
教
育
関
係
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
⚒
年
度

科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
本
学
研
究
者
⚘
名
が
受
賞

令
和
⚒
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
⽛
科
学
技

術
賞
⽜
及
び
⽛
若
手
科
学
者
賞
⽜
を
本
学
の
研
究
者
⚘
名
が
受
賞

し
ま
し
た
。

科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
は
、
科
学
技
術
に
関
す

る
研
究
開
発
、
理
解
増
進
等
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を
収
め
た
者

に
つ
い
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技
術
に
携

わ
る
者
の
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

多
様
な
研
究
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
に
臨
む
！

大
学
⽛
知
⽜
活
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動

世
界
規
模
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ
っ
て
生
命
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
従
来
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変

革
に
よ
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
我
々
が
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
多
様
な
問
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
研
究
力
を
発
揮
し
こ
れ
ら
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
貢

献
す
る
た
め
⽛
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
の
た
め
の
大
学

⽝
知
⽞
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
を
実
施
。
公
募
期
間
約
⚒
週
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
（
ウ
イ
ル
ス
学
、
医
学
・
生
物

学
、
数
理
科
学
、
情
報
学
、
教
育
学
、
社
会
心
理
学
、
社
会
政
策

学
、
経
済
学
、
芸
術
学
、
体
育
学
等
）
か
ら
69
件
の
応
募
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
⚕
月
25
日
、
27
件
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
開
始
を
決
定
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本
学
の
多
様
な
⽛
知
⽜
の
総
動
員
で
新
型

コ
ロ
ナ
危
機
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
成
果
を
い
ち
早
く
社
会
に
伝

え
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
・
公
募
の
実
施
は
Ｕ
Ｒ
Ａ
研
究
戦
略
推
進

室
が
行
い
、
今
後
は
研
究
者
の
研
究
成
果
の
広
報
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

ま
た
、
各
研
究
者
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
研
究
を
⽛
助
走
⽜

と
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
大
き
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
さ

せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
の
対
策
へ
の
寄
与
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

大
学
一
丸
と
な
っ
て
研
究
者
支
援
を
行
い
ま
す
。
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⽛
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
～
中
南
米
等
と
の
大
学
間

交
流
形
成
支
援
～
⽜
事
業
令
和
元
年
度
⽛
成
果
報
告
会
⽜
及

び
⽛
外
部
評
価
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
合
同
委
員
会
⽜
を
実
施







































筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

陸
上
競
技
部
駅
伝
チ
ー
ム
が
26
年
ぶ
り
の
箱
根
路

第
5
回

異
文
化
交
流
会
⽛
M
ochi-Tsuki&
Japanese

C
alligraphy
C
erem
ony⽜

多
様
な
研
究
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
に
臨
む
！

大
学
⽛
知
⽜
活
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動
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No.89

Peer Garden 交流広場
茗渓創基150年記念事業

同じ大学を卒業したということだけでは、
つながりを強く感じられないと思います
ふたつ目の理由が必要かと思うのですが
それがʠ茗渓ʡなんじゃないですか？

ある学生の発言より

ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
ひ
ろ
が
り

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
と
し
て
、
季

刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
誌
上
で
同
窓
の
交
流
を
図

る
企
画
が
今
年
の
⽛
正
月
号
⽜
に
始
ま
り
、

⽛
春
号
⽜
に
続
い
て
、
今
回
⽛
夏
・
秋
合
併

号
⽜
で
第
⚓
集
と
な
り
ま
す
。

単
に
⽛
同
じ
大
学
を
卒
業
し
た
と
い
う

こ
と
⽜
だ
け
で
は
な
く
、
ふ
た
つ
目
の
つ

な
が
り
と
し
て
、
情
報
を
交
換
し
あ
い
、

活
用
し
あ
い
、
支
え
あ
い
、
刺
激
し
あ
う
、

そ
う
い
っ
た
交
流
を
深
め
広
め
て
き
た
。

こ
れ
が
⽛
茗
渓
の
絆
⽜
で
あ
っ
た
は
ず
で

す
。
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
の
こ
と
を
改
め
て
思
い
返
し
、
今
後
と

も
茗
渓
を
縁
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
こ

の
企
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
は
、⽛
学
類
・
学
部
等
の
交

流
⽜
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
紹
介
の
中
で
、
幡
ヶ
谷
寮
入
寮
者

の
同
窓
会
（
Ｎ
Ｏ
115
）
が
、
興
味
を
引
き

ま
し
た
。
と
く
に
筑
波
在
学
時
は
寮
が
基

本
で
し
ょ
う
か
ら
、
学
類
を
超
え
た
寮
単

位
の
同
窓
会
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
紹
介
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
し
、
そ

の
よ
う
な
会
合
が
あ
っ
て
も
い
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
茗
渓
会
館
で
会
合
を
持
た
れ
る

方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
茗
渓
会
員

は
割
引
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、

そ
の
旨
を
⽛
嘉
ノ
雅

茗
渓
館
（
か
の
び

め
い
け
い
か
ん
）⽜に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☎
03

⚕
⚓
⚑
⚙

⚑
⚘
⚙
⚐
(予
約
)

＊
前
号
で
⽛
ぐ
る
な
び
⽜
の
番
号
を
紹
介
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
嘉
ノ
雅
茗

渓
館
の
電
話
番
号
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

＊今回も、季刊誌⽝茗渓⽞(1061-1100号、平成20-30年)の⽛桐の葉のつどい⽜などに掲載されたものを一覧にしています。
＊季刊誌掲載号の順に紹介させていただきました。

学部、学群等の同窓組織、会合、諸活動
NO 同窓組織、会合、諸活動 開催年月日 開催場所 参加数 掲載号
88 茗溪24年理二の会 2010/10/06 サンライズ九十九里 11 1068
89 駒場林学会(農教専、教育大、筑波大の林学、木工専攻の同窓会） 2010/07/03 茗溪会館 40 1068
90 東京教育大学文学部国語・国文学科(s29卒） 2010/11/22 つきぢ 田村 12 1069
91 東京文理科大学心理学科クラス会(s28卒） 2010/12/01 三越本店 なだ万 5 1069
92 果水会（東教大農学部農村経済学科(s30卒） 2011/04/14 伊郡市 羽広荘 9 1070
93 東京高等師範文四会(s26卒）⽝水涸れず⽞の集い 2011/04/22 茗溪会館 占春の間 11 1070
94 東京教育大学文学部言語学専攻同期会(s35卒） 2011/09/07 青森県 4 1071
95 東京教育大学文学部倫理学専攻クラス会(s35卒） 2011/06/19 第一ホテル両国 7 1071
96 東京教育大学動物・植物学科合同クラス会(s30卒） 2011/09/16 深大寺 嶋田家 14 1071
97 駒場筑波農業土木同窓会 2011/07/02 ホテルローズガーデン新宿 50 1071
98 東京教育大学教育学部教育学科クラス会(s33入学） 2011/10/20 草津 中沢ヴィレッジ 11 1072
99 東京教育大学漢文学入学クラス会(s39入学） 2011/10/22 茗溪会館 10 1072
100 東京教育大学文学部史学科東洋史専攻同期会(s37卒） 2011/10/23 ホテル鎌倉mori 8 1072
101 東京教育大学教育学部特殊教育学科⚙回生クラス会(s38卒） 2011/10/12 長野県上田 12 1072
102 東京教育大農学部農学科卒(s36卒) 駒場⚙期会 2011/11/04 茗溪会館 20 1073
103 昭和23年入学⽛文一の会⽜（東京高師文一(s27卒）） 2011/10/29 熱海後楽園ホテル 15 1073
104 東京教育大学農学部農学科クラス会(s44卒） 2011/11/19 長野県安曇野市有明温泉 16 1073
105 東京教育大学理学部化学科クラス会(s33入学とs37卒業） 2011/10/05 筑波大学文京キャンパス 茗溪会館 17 1073
106 一啼会（文理大教育学科(s28卒）） 2012/03/26 茗溪会館 6 1074
107 東京教育大学教育学科⚑期生クラス会 2012/04/17 銀座四丁目スエヒロ新宿店 9 1074
108 東京教育大学法政クラス会(s30卒） 2012/04/04 茗溪会館 6 1074
109 東京教育大学理学部生物学科植物学専攻(s41卒） 2012/05/13 帝国ホテル ラ・ブラッスリー 9 1074
110 東京教育大学理学部動物学専攻クラス会(s28卒） 2012/05/17 筑波大学文京キャンパス 6 1074
111 東京高等師範理一(s26卒) W204東京の集い 2012/05/23 東京ガーデンパレス 茗溪会館 28 1074
112 文部省図書館員養成所(s38卒） 2012/11/04 上野 パークサイドホテル 33 1076
113 むげん会(東教大理学部数学科(s37卒）） 2012/10/13 茗溪会館 20 1076
114 東京教育大学漢文学クラス会(s39入学） 2012/09/22 豆富料理⽛笹乃雪⽜ 12 1076
115 東京教育大学体育学部幡ヶ谷寮入寮者の同窓会(s44入学） 2012/08/25 中伊豆 ホテルワイナリーヒル 16 1076
116 東京教育大学動物学専攻クラス会(s37卒） 2012/11/05 下田東急ホテル 10 1076
117 東教大体31会(東京教育大学体育学部(s31卒）） 2012/10/09 名古屋学院大学瀬戸キャンパス 15 1076
118 東京教育大学体育学部同窓会(s28卒） 2013/05/11 銀座 黎花 16 1078

No.103 No.110 No.115
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誌
上
交
流
の
試
み

ひ
と
昔
前
は
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
や
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
が
盛
ん
で
、
仕
事
帰
り
に
同

窓
と
待
ち
合
わ
せ
て
、⽛
や
あ
！
⽜
に
始

ま
り
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
励
ま
し
あ

っ
た
り
、
仕
事
上
で
助
け
あ
っ
た
り
、

新
規
の
事
業
や
同
好
の
会
を
と
も
に
立

ち
上
げ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
き
っ
か
け

と
な
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、

限
ら
れ
た
個
々
の
場
面
で
は
、
そ
う
い

っ
た
つ
き
あ
い
が
健
在
か
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
下
で
、
各
地
域
（
支
部
）
の
総
会

や
懇
親
会
が
軒
並
み
中
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
様
に
、
右
に
紹
介
し
た
学
部

や
部
活
動
等
の
同
窓
の
会
合
も
中
止
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⽛
今
年
も
同
窓
と
会
え
る
⽜
と
い
う

機
会
が
失
わ
れ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た

恒
例
の
会
合
を
通
じ
た
絆
の
深
ま
り
や

広
が
り
が
、
途
切
れ
て
し
ま
う
の
は
誠

に
残
念
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
小
規
模
で
気
軽
に
会
え
る
場
を
積

極
的
に
持
ち
合
う
こ
と
も
大
切
に
思
え

ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
は
会
え
な
い
ま

で
も
、
こ
の
誌
上
を
通
じ
て
交
流
を
確

認
し
、
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い

ま
す
。

以
前
か
ら
会
員
の
方
か
ら
会
員
同
士

の
交
流
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の

現
況
下
で
苦
境
に
立
つ
同
窓
も
い
る
は

ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
絆
を
深
く
広
く
、
よ
り
強
く
し
て
助

け
合
う
場
面
が
あ
っ
て
い
い
か
と
思
い
、

⽝
PeerGarden誌
上
交
流
⽞
を
新
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
内
外
の
同

窓
の
会
合
や
諸
活
動
等
の
案
内
、
同
窓

が
経
営
す
る
企
業
や
運
営
す
る
事
業
等

の
案
内
、
展
覧
会
な
ど
催
し
物
の
案
内
、

各
方
面
で
活
躍
す
る
同
窓
の
紹
介
、
あ

る
い
は
求
職
・
求
人
の
お
知
ら
せ
な
ど
、

同
窓
に
伝
え
た
い
と
か
お
願
い
し
た
い

こ
と
を
募
集
し
ま
す
。
以
下
の
募
集
要

項
を
参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
応
募
下
さ

い
。こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
後
と
も
、

多
種
多
様
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予

定
で
す
。
様
々
な
活
動
の
企
画
・
運
営

や
新
規
立
ち
上
げ
の
ヒ
ン
ト
に
加
え
、

合
同
開
催
な
ど
の
橋
渡
し
の
場
と
し
て

活
用
い
た
だ
い
た
り
、
定
年
後
の
新
た

な
活
躍
の
場
や
培
っ
た
技
能
や
能
力
を

活
か
す
場
や
そ
う
い
っ
た
人
材
を
求
め

あ
う
な
ど
、
様
々
な
活
用
の
仕
方
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
で
作
り
上
げ
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
と
お
考
え
下
さ
い
。

(組
織
委
員
会
調
査
担
当
)

 

 

















































新
た
な
試
み
の
紹
介
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

募集要項
⑴ 誌上交流への掲載料は、5,000円とさせていただきます。
＊今回の誌上交流は試行ですので、無料（正月掲載分に
限る）とさせていただきます。

⑵ 季刊誌⽛茗渓⽜の誌上交流ですから、即効性はありませ
ん。次回の発行は正月号です。その点を承知の上ご応募
下さい。

⑶ 誌上交流の広告は右のようなイメージとなります。
規格（縦⚔㎝、横⚖㎝）に収まる情報量でお願いいたし
ます。なお、広告はご自身で作成の上、PDFで添付送信
願います。文字の大きさや内容構成に制約はございませ
ん。
送信先は、E-mail address : peer@meikei.or.jpです。

⑷ 誌上交流の広告内容は以下の内容とさせていただきま
す。
•同窓の会合へのお誘い
•同窓が経営する企業等の紹介
•同窓が開業する商店・医院・各種事務所等の紹介
•同窓が運営する事業等の紹介
•同窓の講演会・展覧会・演奏会等の紹介
•同窓が主催する教室（稽古場）等の紹介
•同窓による求人、求職
•共同起業者の募集
•事業等の共同運営者の募集
•その他

⑸ 事務局は、原則として、仲介はいたしませんので、広告
内に連絡先や連絡方法を明記願います。

⑹ 広告主への問い合わせや、広告主との交渉・交流につき
ましては、個々の責任で直接お願いいたします。

【前頁掲載の一覧について】
＊今回紹介させていただいた以外に、同窓組織や会合、
活動等をご存じでしたら、以下にお知らせ下さい。
E-mail address : peer@meikei.or.jp

＊ご紹介事項が不正確であったり、追記を要する個所
があるかと思います。修正させていただきますので
ご指摘ください。

＊また、組織や会合や諸活動などが連絡を取り合って、
運営のヒントにしたり、共同開催もあるかもしれま
せん。
その連絡の場として上記アドレスをご活用くださ

い。

☝

誌上交流(正月号)イメージ図
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桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆筑波大学 農林学類10期生同窓会
と き 2020年⚒月⚑日(土)
ところ 筑波大学第⚒小食堂
⚒年前の卒業30周年の同窓会と同様、第⚒食堂で開催しました。クラス担任を担当していただいた⚒名の先生もご出席くださり、昔話や近
況報告などで大いに盛り上がりました。話は尽きることなく、多くの方が⚒次、⚓次会にも参加されました。次回の開催時期も決め、散会し
ました。

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せください。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで撮影したものでも結構です。
紙焼きでも、デジタルカメラの場合はデータをメールでお寄せいただいて
も結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜⽛ところ⽜を別項にして、必
ずお書き下さい。会の模様を紹介する文章は31文字×⚕行以内でお願い致
します。

著 書 紹 介


⽝
鴻
池
幸
武
文
楽
批
評
集
成
⽞

著

者
：
多
田

英
俊
（
55
年
筑
一
人
文
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

472
ペ
ー
ジ

上
製

発

行

所
：
大
阪
大
学
出
版
会

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚒
月
28
日

昭
和
10
年
代
に
活
躍
し
た
文
楽
研
究
家
、
鴻
池
幸
武
の
文

楽
評
を
集
大
成
し
た
一
冊
。⽛
風
⽜
を
絶
対
視
し
豊
沢
団
平
を

核
と
し
た
文
楽
・
浄
瑠
璃
義
太
夫
節
研
究
の
足
跡
を
た
ど
り

つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
現
代
的
意
義
を
検
討
す
る
。
読
売

新
聞
関
西
版
な
ど
の
新
資
料
を
含
む
55
篇
の
文
楽
評
に
、
初

出
の
自
筆
書
入
本
な
ど
周
辺
資
料
を
併
載
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

戦
死
し
て
七
十
余
年
、⽛
日
本
は
一
人
の
天
才
を
失
っ
た
⽜
と

盟
友
武
智
鉄
二
に
言
わ
せ
た
、
夭
折
の
批
評
家
鴻
池
幸
武
の

全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
著
者
)

世
に
鉄
道
フ
ァ
ン
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
自
動
車
好
き
も

ま
た
多
い
。
乗
り
物
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
一
括
で
き
そ
う

だ
が
、
実
は
対
極
に
あ
る
。
…
中
略
…

鴻
池
幸
武
が
鉄
道
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、⽛
中
村
章
景

の
思
い
出
⽜
か
ら
も
読
み
取
れ
る
が
、
鴻
池
の
文
楽
批
評
を

読
み
進
め
て
い
く
中
で
も
、
確
か
に
納
得
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
浄
瑠
璃
の
⽛
風
⽜
を
文
楽
の
芸
術
的
価
値

の
根
本
に
置
き
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
に
お
け
る
具
体
的
な
三

業
の
成
果
を
、
一
切
妥
協
せ
ず
厳
格
か
つ
痛
烈
に
批
評
す
る

姿
勢
に
、
そ
れ
は
見
て
取
れ
る
。
鴻
池
に
と
っ
て
、⽛
風
⽜
と

い
う
路
線
上
に
な
い
も
の
は
浄
瑠
璃
義
太
夫
節
で
は
な
く
、

⽛
風
⽜
を
体

現
す
る
か
ら

こ
そ
浄
瑠
璃

義
太
夫
節
は

芸
術
な
の
で

あ
っ
た
。

⽛
あ
と
が
き
⽜

よ
り



ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
学
校
活
動
報
告

本
校
で
は
、
⚓
月
⚑
日
か
ら
休
校
と
し
、
卒
業
式
の
み
当
初
の

予
定
表
通
り
⚓
月
16
日
に
参
列
者
を
限
定
し
て
挙
行
し
ま
し
た
。

⚔
月
以
降
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
引
き
続
き
休
校
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
⚖
月
15
日
に
や
っ
と
開
校
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

休
校
期
間
中
、
⚔
月
中
旬
か
ら
全
学
年
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

始
め
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
開
始
を
少
し
で
も
早
く
し

よ
う
と
、
教
職
員
み
ん
な
で
⚑
⚕
⚐
⚐
人
を
超
え
る
全
校
生
徒
分

の
教
科
書
を
配
送
す
る
た
め
の
荷
造
り
作
業
を
し
ま
し
た
。
ま
だ

⚑
日
も
登
校
し
て
い
な
い
新
入
生
も
含
め
て
、
比
較
的
早
い
段
階

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
開
始
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
後
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
対
応
の
学
習
環
境
整
備
も

大
至
急
で
行
い
ま
し
た
。

開
校
第
⚑
週
は
、
久
し
ぶ
り
の
登
校
で
も
あ
り
、
感
染
防
止
対

策
を
整
え
る
た
め
に
、

学
校
生
活
に
お
い
て

配
慮
す
べ
き
こ
と
を

確
認
す
る
期
間
と
し
、

翌
週
は
⚒
か
月
間
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

成
果
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
確
認
テ
ス
ト
期
間

と
し
ま
し
た
。

始
業
時
刻
を
30
分

ほ
ど
遅
ら
せ
て
、
登

校
時
に
交
通
機
関
の

混
雑
す
る
時
間
帯
を

避
け
ら
れ
る
よ
う
日

課
を
変
更
し
、
⚑
日

⚖
時
限
（
土
曜
⚔
時

限
）
の
授
業
と
し
ま

し
た
。
授
業
日
数
確
保
の
た
め
夏
休
み
は
⚘
月
⚑
日
か
ら
と
し
、

⚘
月
24
日
に
は
授
業
再
開
と
し
ま
し
た
。

体
験
的
な
学
習
機
会
を
、
数
多
く
の
行
事
の
中
に
組
み
込
ん
で

い
る
の
が
本
校
の
特
色
で
す
が
、
今
年
度
は
中
止
と
な
る
行
事
が

相
次
ぎ
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
い
く
つ

か
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
実
施
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

入
学
式
を
挙
行

開
校
直
後
の
⚖
月
20
日
、

令
和
⚒
年
度
第
42
回
入
学

式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
入

学
者
は
、
中
学
228
名
、
高

校
49
名
で
し
た
。

⽛
密
⽜
を
避
け
、
参
列
者

を
限
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
、
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
入
学
式

に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
い
日

と
な
り
ま
し
た
。
服
装
も

夏
服
着
用
で
⚔
月
に
行
う

式
と
は
異
な
る
雰
囲
気
が

あ
り
ま
し
た
。
式
次
第
は
、
例
年
通
り
に
行
い
ま
し
た
が
、
在
校

生
に
よ
る
歓
迎
演
奏
や
合
唱
を
披
露
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

な
と
こ
ろ
で
し
た
。

な
お
、
高
校
⚑
年
は
、
本
校
中
学
か
ら
の
内
部
進
学
者
に
49
名

が
加
わ
り
、
309
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
学
年
は
中
学
時
よ
り
多

い
学
年
で
し
た
が
、
上
の
学
年
か
ら
留
学
を
終
え
て
こ
の
学
年
に

復
学
す
る
生
徒
が
例
年
に
な
く
多
く
（
11
名
）、
高
校
入
学
者
も
海

外
か
ら
の
帰
国
生
が
多
数
い
た
こ
と
か
ら
、
定
員
を
超
え
る
人
数

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
急
遽
⚑
学
級
増
や
し
⚘
学
級
編
成
と

し
ま
し
た
。

23
年
ぶ
り
寮
生
200
名
に

昭
和
54
年
の
開
校
時
、
寮
生
は
180
名
ほ
ど
（
中
高
各
⚑
学
年
、

生
徒
数
は
310
名
）
で
し
た
。
そ
の
後
、
北
棟
、
南
棟
と
増
築
さ
れ
、

400
名
を
超
え
る
時
期
も
（
昭
和
56
～
59
年
度
）
あ
り
ま
し
た
が
、

交
通
機
関
の
整
備
が
進
み
、
通
学
生
が
増
え
て
寮
生
は
徐
々
に
減

少
、
平
成
10
年
度
に
は
200
名
を
割
り
込
み
、
平
成
15
～
18
年
度
は

100
名
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
十
年
徐
々
に
寮
希
望
者
が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
、
23
年
ぶ
り
に
200
名
に
ま
で
復
し
ま
し
た
。

昨
年
⚑
月
に
共
用
棟
（
風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
棟
）
新
築
、
今
年
は

東
西
棟
の
内
装
と
、
計
画
的
に
改
修
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
寮

生
活
を
希
望
す
る
方
々
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
よ
い
生
活
空
間
が
提

供
で
き
る
よ
う
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
中
間
評
価
発
表
さ
れ
る

本
校
は
、
第
⚒
期
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
を
展
開
中
で
す
が
、
そ
の
⚓

年
目
終
了
後
に
行
わ
れ
る
中
間
評
価
が
、
⚗
月
20
日
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
中
間
評
価
を
受
け
た
の
は
全
国
で
77
校
、
⚖
つ
の
評
価

項
目
で
そ
れ
ぞ
れ
⚕
段
階
評
価
さ
れ
、
⚖
段
階
の
総
合
評
価
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
校
の
評
価
は
、
総
合
で
は
第
⚒
段
階
に
あ
た
る
⽛
こ
れ
ま
で

の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
開
発
の
狙
い
の
達
成

が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
⽜
で
し
た
。
第
⚑
段
階
の
評
価
を
受
け
た

学
校
が
全
国
で
⚖
校
、
本
校
同
様
の
第
⚒
段
階
は
14
校
で
し
た
。

評
価
項
目
別
で
は
、⽛
教
育
内
容
等
に
関
す
る
評
価
⽜
で
⽛
⚕
⽜、

⽛
研
究
計
画
の
進
捗
と
管
理
体
制
、
成
果
の
分
析
に
関
す
る
評
価
⽜

な
ど
⚔
項
目
で⽛
⚔
⽜、⽛
成
果
の
普
及
等
に
関
す
る
評
価
⽜が⽛
⚓
⽜

で
し
た
。
こ
の
成
果
の
普
及

に
関
わ
る
と
こ
ろ
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
公
表
な

ど
、
直
ち
に
改
善
を
加
え
、

他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
項
目

に
お
い
て
も
、
改
善
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
活
動

が
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ
う
、

さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｉ
Ｓ
Ｓ
宇
宙
実
験
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
催
⽛
Try
Zero-G
⽜

部活動など結果報告
(12月～⚒月)

◎高校ラグビー部：第99回全国大
会・⚒回戦敗退。高⚓の大越選手
が高校日本代表に選出された。関
東新人大会⚔位、第21回全国選抜
大会出場(中止)。
◎中学ラグビー部：第39回東日本
大会・⚔年連続19回目の優勝。第
25回全国ジュニアラグビー大会⚔
位。
◎高校剣道部・男子：全国選抜大
会出場(中止)。
◎中学バドミントン部：⚕名が県
選抜チームの選手として全日本中
学バドミントン大会出場(中止)
◎高校バドミントン部：男子団
体・関東選抜大会初優勝、全国選
抜大会出場(中止)。(⚓月末開催
の上記ラグビー、剣道、バドミン
トンの全国選抜大会は、新型コロ
ナ拡大予防のため中止となる)
◎美術部：第64回全日本学生美術
展全日本学生美術会賞(団体最高
賞31回目の受賞）、個人賞は推奨
⚒名・特選⚘名・佳作18名。旺文
社主催第63回全国学芸サイエンス
コンクール絵画部門・銅賞⚑名・
入選⚕名。
◎書道部：全国総文祭県代表(⚘
月高知県開催)、大東文化大学主
催全国書道展・大賞ほか多数。茨
城新聞紙上展・茨城県書道美術振
興会長賞・優秀賞⚙名・奨励賞多
数。奈良県主催日本学書展・特選。
◎第23回図書館を使った調べる学
習コンクール：調べる学習部門優
良賞⚑名(高⚒)。

部活動など結果報告

新型コロナウィルス感染拡大予
防から、例年報告している関東大
会やインターハイなどは開催され
ませんでした。⚗～⚘月にかけて
一部の県大会が開催されました
が、本校生徒もそれらの大会に参
加しました。

中学⚑年生の学年集会。集会は全校集会、学年集会共に教室内
のスクリーンに映像を映して行われているが、中学⚑年生の最
初の集会だけは、体育館でソーシャルディスタンスをとって行
われた。

新入生入場：保護者席の間を通って入場。保護者に
顔が見えるよう入場時のみマスクをはずした。
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
地域・続き柄・遺族氏名

茗渓会担当：取締役常務執行役員　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）
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0120-000-302 
 

 

代表取締役　塚本　育子

畑澤 潤一 23理一 ⚒・⚔・⚓
秋田 長男 畑澤 千秋

眞仁田 昭 25大心 30・12・⚘
東京 妻 眞仁田英子

梅村 茂 26理一 ⚒・⚑・27
北海道 姪 佐藤 理恵

原島 忠 26農教 ⚒・⚔・17
東京 妻 原島 和子

山本 勝敏 26農教 ⚑・12・⚙
東京 長男 山本 康敏

酒井 巌 27文四 ⚒・⚖・22
神奈川 長女 横嶋 洋子

志村 宗孝 27理一 ⚒・⚒・⚘
山形 長女 志村 道子

井関 義久 28教大東文 ⚒・⚕・25
東京 長女 伊藤安芸子

横田 隆吉 28大数 ⚒・⚖・26
東京 長男 横田 和隆

赤尾 祐之 30教大地 ⚒・⚖・13
静岡 妻 赤尾 洋子

小岩 勇 31教大体 ⚒・⚕・⚒
北海道 妻 小岩美智子

稲葉 洋 32教大経 ⚒・⚒・28
東京 妻 稲葉千恵子

岩佐 敬山 36教大体 ⚒・⚖・10
東京 妻 岩佐美佐子

奥田 隆康 40教大農化 ⚑・⚘・⚗
東京 弟 奥田 正之


































































広

報

第
⚘
回

東
京
茗
渓
会
総
会
・
講
演
会
・
交
流
会

日

時
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
11
月
29
日
㈰

会

場
：
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ホ
ス
ト
会
場
：
茗
渓
会
館
）

総

会
：
14
時
～

講
演
会
：
15
時
～

講

師
：
弘
山

勉
氏
（
筑
波
大
学
箱
根
駅
伝
監
督
）

服
部

泰
直
氏
（
島
根
大
学
学
長
）

廣
田

則
夫
氏
（
元
日
立
建
機
代
表
取
締
役
）

古
畑

翼
氏
（
筑
波
大
学
大
学
院
生
）

予
定

交
流
会
：
16
時
30
分
～
17
時
30
分

申
し
込
み
はtokyo@

m
eikei.or.jp

に
お
名
前
、
卒
科
年
、
勤

務
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
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令
和
⚒
年
⚙
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
影
響
を
受
け
ら
れ
て
お
ら
れ
る
会

員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
多
聞
に
漏
れ
ず
、
茗
渓
会
の
諸
活
動
に
お
き
ま
し
て
も
、
多

大
な
影
響
を
免
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
季
刊
誌
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
来
は
⚑
⚑
⚐
⚖
・
夏
号
で
あ

る
と
こ
ろ
を
、
今
回
⚑
⚑
⚐
⚖
・
夏
秋
合
併
号
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次
号
は
⚑
⚑
⚐
⚗
・
正
月
号
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
諸
事
情
を
お
察
し

の
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
)

表
紙
の
言
葉

茗
渓
会
事
務
局

東
京
都
文
京
区
大
塚
の
茗
渓
会
館
の
周
辺
も
、
時
代
と
と
も

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
下
鉄
茗
荷
谷
駅
か
ら
茗
渓
会
館
に
向
か
う
途
中
の
左
側
に

昔
あ
っ
た
路
面
電
車
（
都
電
）
の
操
車
場
は
、
路
面
電
車
が
廃

止
さ
れ
た
後
、
都
バ
ス
の
車
庫
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
都

バ
ス
も
撤
退
し
、
し
ば
ら
く
空
き
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
夏
か
ら
中
央
大
学
法
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
、
社
会
活
動
が
停
滞
し
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
現
在
で
も
、
時
間
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
流
れ
の
中
に
在
る
現
在
の
茗
渓
会
館
を
切
り
撮
っ

て
み
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

浅
井

慶
一

37
教
大
体

(山

形
)

峯
田

敏
郎

39
教
大
彫

(筑
波
大
)

石
原

昌
一

39
教
大
彫

(熊

本
)

瑞
宝
小
綬
章

大
室

雄
治

36
教
大
地

(北
海
道
)

佐
治

和
則

47
教
大
理
・
49
教
大
院
修
理

(福

島
)

村
松

輝
美

47
教
大
数

(茨

城
)

岡
田

進

34
教
大
英

(栃

木
)

國
井

久

46
教
大
地
鉱

(栃

木
)

田
島

一
利

46
教
大
倫

(栃

木
)

本
城

一
隆

46
教
大
体

(千

葉
)

島
田

悦
郎

48
教
大
健

(埼

玉
)

千
村

重
平

46
教
大
地
鉱

(長

野
)

齊
藤

康
文

45
教
大
教

(福

井
)

中
村

修

47
教
大
漢

(香

川
)

三
谷

雅
樹

47
教
大
体

(香

川
)

瑞
宝
双
光
章

伊
藤

碩
士

40
教
大
体

(秋

田
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
































令
和
⚒
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
)
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)5478

取締役常務執行役員 ೂ岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室    https://www.fxc.jp/

当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp

広告を募集しています。事務局までご相談ください｡

一般社団法人 茗渓会
〒112-0012 東京都文京区大塚 1丁目 5番 23 号
電 話 03(3941)0136 FAX 03(3941)7674

eメール info@meikei.or.jp ホームページ http://www.meikei.or.jp



＜会社概要＞
本社 ： 東京都北区豊島２-３-1
代表取締役 ： 佐藤　順一
創業 ： １９２１年１１月１日
資本金 ： ３５５百万円

連絡先 ： ０３-５９０２-３６１７
　　　　　（人材開発部 採用担当）





桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群（2020 年４月開設）

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所

茗渓会会員割引料金（税サ込）
（ただし、オリンピック期間など除外期間あり）

シングルＢ（バス・トイレ別）　￥4,500～￥ 6,700

シングルＡ（バス・トイレ付）　￥5,700～￥  9,000

ツイン　　（バス・トイレ付）　￥8,000～￥14,500

朝食バイキング ￥1,200→￥     840

大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分

⎫
⎪
⎬
⎪
⎭

東 京 都 新 宿 区 新 宿 6 - 3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆�文部科学省SSH・SGHアソシエイト認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

2021年度茗溪学園入学試験日程
中学グローバルコース入試
　専願11月27日（金）、併願1月10日（日）
中学推薦入試・帰国生入試　12月12日（土）
中学英語資格入試
　第1回12月12日（土）、第2回1月10日（日）
中学一般入試
　第1回1月10日（日）、第2回1月24日（日）
高校帰国生特別選抜
　第1回11月27日（金）、第2回12月12日（土）
高校推薦入試　1月9日（土）
高校一般入試　1月24日（日）
高校IB入試（専願、IBDPコース）1月24日（日）
（中学では2021年度より「アカデミアクラス」
が設置されます。詳細はホームページなどでご
確認ください）


